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北朝鮮農業の霊1ttこ封する一事襲撃
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はじめに

主主 {i~ 

本府は、北E5;鮮経済体制的?をfっこいう ít~/J から民業ワf野ばとの J つに支 ftL

てきたかや考察するもUγごめる口論正ぴ)構成は、次のようである日

五 い、千;十円LトJな分析に入ゐ日旬、いくつかの反円をよ支定L亡、 J-;'仙的考古ミを

け 予備的ニ寺祭L，;:体的なJftg \~、息長j二〆ぃ亭しり民主 t 凶、米民 f;~-Cr) f 丁つ
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子三怒、行会+立体制J;、の農業である

事 に、 iいh鮮民主の乍伎町変色をね似すω(3 > ~;X tt:t:J" ヘつかの;明日

1=: ~~:ノJ2L_て不能的iJ、{X.<ト'ii'lJ;'L ， j ~朝鮮此h;j グ〉農政σ〉〆ノ主1lっとその成果を眺める

治 に、 tt12分野℃しくつか重'，;:な明日;;;~ ~えす~ ~~、半寺山 i しく分析する

μj組織の変化を良業主豆化の過程ニ技団設渇何党イlIcL T分けて分析 l~ (.'_} 

/[-，歪，11織の吏{ヒ)、政府のj主主にt，Jする折導ん|吉山変化を付帯fνiG 

4þ円安イ iつ、震業 ')J'叩}グ)~):←岩グJ 必f' を旬、析する~ o 農業牛)守一昔じ〉変TIti

たも北判長了間σ)I1 産主ヰ絞引 j臼の I卜{在住と 9);司挫で投!j布|産主L~:ついて3Ë'\~: ~..て

みる(補論 長物生斥辛に士J.)る:;'[:1半入

;ul!JJ (こ、ふI. nj~山7 をまとめ、 ;;~1;誌の ~11~~IHIJ 椋件を展-1~ :..-'てλるいJ 終

H
引
王
ー
か

州
円台

わり!】{

予備的考察

北村j鮮の長業の変化合兵体的に分析する1t'、いくつかの基礎的事項に行 v て

考え Cみるこ〉に<JZl

2園

1 )農業生産量の決定要因

まず、民業生産♀チンためらU、凶i止1，甘か、という kことについてるえてみる

れは「物量的 e生向方Lワーif[:;j:耳て完わi1.--<)'&.-~化を frr_f~?j' -9 るのに恒、要明ある 良

業![j玄写、を決めるl広凶:土、行およそ、次のように山iよ7じすることができょうょっ

X;i'舌三UlかJ血:x

従来、投:栄町杜会」義化{ 立:=iiiむの成果'i-_日司主主Lた研究では、 つの傾

l'付、Iはれるつ つは、主主;:):じを腕p1!する立場から ιzる己主却で、集1，11化によって、

農業牛産量つがH記メJに仲Uた、こいうような認誠 Pある もう ソグ)r志向!i、
集卜ilitが批判す品、/均から山る論理で、集111i己に上ってj;鈎E訴;が低「じて J呼
業/1:.;圭孟が激減しよ、と，.:)よみな心理であるーこの つのi頃向hよ、殺し、土J
J.L宇/右足)1':であるが、てれら t は」しEヴもあω"なわち、社会主義イ木書]卜の

民主的'I.i歪尋の変動を!'E1業うj行でのlノ1.1まが織ク)変化とし A入半 円lA 凶 i，~ )ゥ

11801 ~Lì:j、 ('::1 U '3:)5) ふ.)~1
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第 「之弁士U!，の]互行は 現地がJれは Lへしか、土質l土庁みか 耕地が

ど;cほどよく整備されて ρ るか、などである f そ〕て、;呂雨、 EEJKLヘ1'1照ら

〕あわせて、件地がE:;けしlf犯以的長業を、 j央;けし11'長判的長でをf了う。うに

なみ1nj 1二条件トで;ちれば、半 j-ij')ぇ [/)if'Lt~ よ )'1 集約日"!i毛主徐行つんが単i合前:積当

たりの生J{呈プメ多くなる J まプー、耕地が肥沃でまるはど、耕地がよく主主配され

ているほど、単位凶:ミミオた'!の'I.i歪尋が多くなる。

:~:~ に i間帯施設J i./) J同h(立、長附(こ寸id'lくji":'R号、木全供給ヲるi-[批絡設

などがこれほどよく勲{誇洩れているか、なとで主うる H 1.:条件十であれば、 IX:j

帝ぬ設がよく按i怖されぐいるほ〆、単位阿結当たりのl'斥ヨーが多〈と;:-，;;;)

;u三i二、 l色、候ー合、景Jグ〉広じは、金般的な合、絞殺f了カどうか、当訟の時刻

心〕気象がとうカ ということとある ととえば、降水世が各し九Ih減ごは備作が

WJ能であり、少ないたj或でiょ判IJ作が叫誌であるーiI1Jじ条汁 fであれば、守訟の

]l.，].ょせの気象条flがHI.'ほど、1".も午前積当た!') くなる

市|川l二、 l物資 j グ〉羽目i立、説[ 農薬、 ~l~~~'午、磯村:など、物 :'i<J'-C石原のJ 主人

がどろか、 ζいうことごある injt条fll、て会あれば、 定のドバiEまでは物資や

号、投入t一るほと、市1ir: JIT積当7.:1:のF↑;2量7J'$くなるハ

て 5~対 L ょっシすることである。 しかし、両むの与え J;とららも、十十会主1日イ4

~ì:j '1 の畏菜の生μ?で E にらかなりの「起i人」がlJU-~ る思考1 を乱用し;くい とと

えば、松市~Ji鮮の場台 iこ;土、 I g~OJI-.1-t ')1燃かり 1980イ代初~Jl まではかなり授業 '1

汁苦が間耳目Lて それ以後:こはi宇治、減少したと言える U 干のような去三伏lょ、

集同化以された条忙で現れた変動であ三 このような現象チ説明 3ノふために 1ム

農業~j.: 産量を J、める要:7'::を総合的 L二考える必要がある U その ;]1 で県田↑ヒという

変抜ウ ーのh"1';'j}でとされはとyr増したJρを考慾する必法寺あるっこのような向山県

脊おか lコこの ，'yをチ:rるところである。内容は、 問、 1"11 "('品ろつが、民業

主円最の変化仁対する不会1"1学内叶究「よく主:}Uる ド司、't".1:' ~+GG:，;[ しようと寸る

試みの給見ととあ令。

巷考までに、よく 'f~われる珂積の苧 f止を尚ヰ1. ，:筆rq>j-るけ

1m:ニニ lt: X I El 

[品7

l礼 =10m/l(h;， =100111' 

1 :ι ](わ?れ XlIJI)pj=:.lhhl(lm之 吋ゆOa

1. knr-=-ム小OOmXIOOO;r~ =100，()()コ()、ぺ'=1001、社
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第 11 ぃ、 ~l'/dM 'の]頁汗は、"1[織川却J3、労働な γ 、人間日I到の投入がJう小、

というこ亡である 1 組織治政を佐が、とう遂行するか、/;蜘t主人.:;;::lj{ヒサ，--:12::--
多し』か、参H日高ーがとれほどおし 3技術をい待 l-rいるか とれほどl:r;::)j)立十j、が，:，~;'í

vミつ、 などであ心。

2 )室長族農の形態

続いと、 l家恥義 0)弘正せについて考去亡ふる

問調てホ~はわれる変化会主解-i-~):}) ~.~'ど山である。

会れは「干|会的 e とと，1手間iY的」

ぶ主主農というのは、

朝刊前と Jv'C.tikil日ずる、

:然(r~'>~1 栴が弘弘、水族レしう社会主巨紋が農業元、Ij!Jで生六

こv うここを 伎が~Hニ J マ d 刀\それを 1: 烹WIiミ的側却で

見ゐと一体とは百えな ν、 ですL1;" 生咋手伎の :11 有、牛民 l'I-Ti 勤め羽縦、左と )~!i喝の

処うfな〆で去E止される許会的!判官から次の工うにそ~~型化ずるこょができ五う

[# 2]家族農の類型

自 十| 5t 

三豆主コ ロ， f~ ，'i!!コ
出 'J~ 事J] ft !l~ 

コE痛でいう組織吊動と(之、将i芦治動心 咳苛'1で、物心:とメ/倣を結F干し亡'1;苦

か指i軍?る ì ，~.Î劫と氾認するいその 1:，\動を jU う経 1五ム休は生 l平;組織芥とあるコた

と主、資本干義体制J-C"(土、私的合設なら 1~ 7]:j{>交の企業干が組織長であり、|末

広企業なら同家が組織音「あゐハ之+会十主主仏者lでは、始 i の企業が伺日企業:二

~たる灯ぐ、臣家Jrij0.占円引丘柿~:0---Cある

f従来、宗校長の子三室、つまり、子。)/1室付織的性格については、 つのをE立!

があふ乙考え九れ(-~~た一つ!止、ート;監か HI有して耕作する 11'1作農」ごあり、

もう-<'"，，:止、 1，:地を伯りてtJI年する lノトである。そにて、二の rニうな向
占かりは、 亡市:ロゴ巨やj北ヒ朝

イ作"t:j:慢主JιJ宗;設支とし cr時E抱緋ギし〈う弘L込とた ( -tι2 体白ι、'.1/<な=羽例~;は立、 '(1:26で挙げるよことにする l
ラかし、ごめような解釈さ〉もっ、は、釈然!ない疑問が左右ヒ ~c 多なわち、自

作農は集:;1長場とはんd:主!九にあるこも日えるので、利 fT 子会梓!"7Jが~正~O) ノら内

をわ FかlO-{t五日fJ{のp:jJ~-I;ご J 斗市IJ; ，~吐J 作のか、という疑問である υ この JロにつL、

ご本枯れ土、日uの収釈を捉不しょ与エする}つまり、社会ヱ義権力による土地

うf配とは、じ↑宇渋をどmt:~ た1舟刊行まなく L 、 ûf午jてでも /1、作法にもない I sh 

~Lì:j、 ('::1 U '3:)2) ふ.)~ì 118[11 
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第 の顎型;立、「向f:長ーである u それは、 γ の上うな打主であノJか 向f:

an之、 rJ3ミ分野で つの「職能 J をまう存在である 第 に、校υ均な~!à 手

段むあと農地み所有しとしる l牛1伶子役所有ふんと信 に。牛:鉛丹市"を白ら惇

Jflて進めて、 '1丘高見43;二工る収入n'ら安，t存支払い、税ふ、ヲト納町、干支りや
p守の守;tliiJ(: ~て取る l生 μ{~t動組様子í)、第:に、直接生だ活設を淫1J 守

るリ:j~f~J -(i-)。このよう長特11かり臼作法;二 lLH11!抗争臼営業(i に持すると

日去る υ そ!て、典型的な向背業ず1 である ~Hl 長め分配ぅ-t:よ f主分古冷ÎJする:品

勤(7)t-;!; ~:'.: ~，~大きく依有するので、当然のことながら '1 産品-J ~にじ強いぷ1"2' 民 t-R~、 ε

持 F~) ， ) このよう争〆'.['i":から 1"[:午良ii、uしも舌重i)Jを、主IJ-1るのに別の宇ト:'"京'n散を
必要と Lなし、。

第 CI)長tll;:H止、 l小作畏 である。それは、どのような存在tあゐか

jtも、 t主主主七、野で つの「職能」を担う r:u:である (お に、核心的な f 産「

令えであと農地をイ古利付する l生川'子.::''Z'¥:'f1-古巧i，第一;二、生〆';言』訟を 11ら

誌恕し ι准めて、左右定詰果物)こよるは人から黄山を:主:~:t~ 1，¥杭全を納め、役り

か 1:缶、のう~'~J前と、てれる k生E主治助組級長) 第ーに、 l宮校生主治政;y遂行

する ('1子効者) 以;のようい、小作良l之、絞心的な'ljm--r段「ある良地を所

有叶す倍 i) てitう、 τい与引|可1だけワ山竹浪 τ異なり、生j羽活，，;;組織告と )jf!品

名とし 3う側認ではl司1ーである U 干のような弘性からノJ，1/f'震は l賃併白業者

に属するこ百之令。きして、小作授は、牛産子没{dヨゼ引〆て市うので、ロ作法

上1)ボポ:Jfcdc場に清かれてはいるが、分町分が 戸分がj歪11すζ活討に kきく

依存可ゐ三いう内では c; こなので、土当炊のことながら /j-_ iÏ結去に強し '-~J 8'-N;係

えJTFっといるコこのような特吐から;!、f義七、経治i首試合遂行するの(，-=5]1Jぴれ

日'.;，1司市ft1~ 必 iにどしな L

この家万向、民 i を f河北したことであれ、それは、注目1~とは討す的ではなくて、

もしろ l説和的」なものごめる乙考えられる u このよつな爪釈をJ是ノF-jる準備
作業と Lて、不J;J:_~さの形態イト了IJk吉市寸る:完治である

1 これは、地上が、小ji，農が熱'c、 l 働けていゐかさかを~'=-~する立要がなぜ\

というと 4 ろで確かに:~，われ〆3n 収桧民松でグ幻)みノ石一)、寸f件了嬰か:!i..)I荷主 b吻耳を横収"汁すす一る

σの7工でれはないか、 という下とを馬見A世仮iるアだ-，げy守十封

あ才れ1臼貨A骨幣tであれ') 1--，1:牛十主孟主午判巧地代4 存支J打f人、う主渇号イ令干争想定(し〆たものてめゐ i地也ヰ主そ

小{干!期保をア手;;11.:すーるfヰ主が、，J，，1午革!をとの工うな「形式J _ '-:z.川又るかによっ

て、」也土が小↑下人を等鈎込，f1"e見張る ι4があるか戸川、が決まる 労働J也i，;
を受け.l~{る崎今、つまり、地 iヲりj、作人を 直営丸J~ こ連れ七来て~J'働させる

[品9 LiJ:Gl :j '3:)2)ふ--;'?
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第 のf王型:.'"、「吉当排f:長ーであゐ。雪当持{(:設JhiZ、也+かん ~のう才

EのI.J也を妥d.されて、さのI.J也を耕作し、その結果物かム 定のEをU号、の

う了し「前として11?r.っし残りを，"::.:地 t に J&~~ r--.する農家で為るつ?れゆえ、主

主弓利作法 l土、リl、盟主!な日宮 't..~ である白 frtさ℃もなくて、完結 R 営主主である

小判農寸もないへ A~;U:コ U:. 1"労慨すヂ的存在，¥言える、将;"(n舌副Jを進めと 力制4

サる切出';:'(まじ作民ベコIj，11ド皮と似アいるが、校レ前争I[産「設にある炭地を i苦I

守(~ Tいな"ミ、中断的史物刀 h余剰jをHzf与すること 4<(誌なUからであるん

そして、産情動γ労働q佐告して、[lt'IJ:'l:I(."1:主主!;~~\，，?日わけなく、 ノEO)

f市北1を受けるギデ在、ぺまり労1見?キに，@;")Lると百ぇミ

このように、幻当新作農;正、余剰をw号でえな v ドjjf'町長50存 じあるので、
会釈を収得寸る[[作展、ノ;、y:ト~乙は異なっ工、:ら持'L、に働く動+i:~;1:'f'寸ってい

なL いo -C" Lて、ム可宍耕作炭が熱心(~-働くようじ(~ -t~ る λ の: -~ (，よ、外的中J"叔が

場亡、は、 :;~~k <~)必要がある。ノト作人[二、/;働池ftや支払っ r:1~li ~~カ?とつなる

かには、 にきな利害，，"1係を持コどいなν川、ら「あふ、正常池三}れFけ事 vミ生

涯~?!;が;1\るがとし ι う二と l土、小作人にばてればと重 iU ではない。でして、小作

人;za1宣地('-;土熱心い明く却とがないのと、地ふと[しJ Uま、 IJト、寸f
でず熱!与4←d心働くよう lするため i は、弘悦 a主主将する必去があ;s とlごろが、て

才しは、変応がかか。こ」ごあり、必「しも効守的なものょ戸乞なし、のこのよ

ろな守1":青を把j，¥!したと三:三、よく、地代として「力一瞬 j 子はな fて

を交け依る J;止に変えるcノj、作へがiurした'[青物かり 定のうf￥(，市街地1t)
またはーだの割合(定十 ;11'，イむを'1';)-取る方式である U 予才"立、小平i人が緋f:

地令而でe;ら然L、l働くよ与にえ立る動j誌や提供1るη つうJ叶 h熱心l的して'1

産物がj草加1'，れlよ、 I曾力u分かり心なくよも 出を自分が占めとこ2ができるか
らであるれこの 11伊1 で{土、地主/ツ小1t人を ~j的過程で見張~，ピ、'~がf向え ι ので

ある。このよろな形式が以副IJ~:りもっと r"0)::主的 である。\ところが、 !I..~

均Hl1iにか説1押さ=貨燃かという v 乙は、 干のような持作て l円らノ土を生まな ν、 よ

〈 現物地代から貨幣地代へ悲わるが、これは社会的:貨幣註1汗化する現象を

以l叫すゐ日 :j である I そ〕て、足代の i;:~!l~~ を 労湖、生外物 ;キ竿J L1号守

ることは、 l二のような側訂cは通切ではなt"まず I';j筒、止烹物 J iこ けし

て、牛産物を l現物、貨幣 )こ再ぴ '3+-9 る方が;~.切である。池代 JUの展阪 l二

社ずる rù!ì裂な整理は、 ií，-f ì'告と~I\y>>f!. ，. ¥1l.-;波ょ;I占、ぷ74~"'87民間 j 、=司、子治'-::2併典 ('1-:. 

H書九午、(j:'H~-l;36 只}、 J マルクス ン」ー〆干立事 !jj~" 1 (+-十会思日壮、 12l;:::~-.l2(iS 

頁1を季語すζこ(t--) " 
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당의 방침에

따라 농업협동화가 완성된 결과, 농촌에서 착취와 빈궁의 근원이 영원히 청

石IザEノー1

必要になる九

3 )社会主義体制下の農業

続いて、社公烹義体制で11'1:業分野は 般的にどう変化してきたのか、という

ことについて盤到しとみるに

社会主義凶家l土、執持してから与い段附で、J!'1業分野で社会主義イヒ遇税を強

力に推進するi 核心的に、私的i~I有と私的生阿組織を清算して、公的j~Î有と公

的!f:.!歪組織に変えようと寸る。これは、理念的には社会主義化が搾取構造を清

主主「る d色味を持つごいると見な「からであり。、経凶[巾には農業生件世をj、き

ている ζ言えるのたとえば、民地， haを耕作して、末日)0同を生産ぜよ700同

を11.i'i:せよ、自分のうHT阿'1にはあまり差がI1じないのであるー当誌の良家の必
要とする穀物が300同と設定されていれば、残りは、どのような方式ごあれ(，税

金」の形式であれ、「売買」の形式であれj、因家に帰属ずるようになる この

ように、同分が受け取る分け前が、ナゾ丈卜、:-lOOkqと決まっている条件では、500k'l

ではなくて700kUを'i産するためにー![懸命働く意欲がなくなる c 税fYではな

くて完i1の形式である地合にも、わずかな現金はあまり魅力がない。

7 どれほと効率的な外的刺激を考案できるかは、別の問E主である 3

おこの点について品述することは、常識的な品を繰り返してしまう法れがある

が、ここであえて整即するのは、 つの問題且識があるからである}一つは、

北刊鮮も社会主義体制の一つであるので、社公主義諸国の授業で現れた傾向を

盤珂することは、北朝鮮の農業を珂解する「来礎知識」になりうる、という平

凡な問地意識である。もう つは、従来の社会主謀体制卜円農業ついての型鮮

について再検討守る必要があると思うからむある。ここで提起する論点は、ーが

に、 つである c 一つは、社会主義権力による'-t.地分岡山に対 tる解釈の問
題である c つまり、 |地分配とは、 M'1述したように、自作農を白L没する過科で

はなくて、労働者的保在である割当耕作農を創設する過程である、ということ

である。それゆえ、 |地分配という表現は適切ではない。， 1地委託」くらい

が主情にふさわLいと言えるサもう一つは、生団化の結果現れた協同組合は、

白立的な組織ではない、ということである。それゆえ、 '1品川所有」という範

町は、阿家所有という純町と対等な概念として成すできない。むしろ、社会十

義体制トの協|叶所有は、回家所有の つの「現象H~~J に過ぎないと言える

りたとえば、企口成はこう育っている c “党のlJ量lにも:tって農業協同イヒが完成

した結果、農村で搾取と貧窮の根源が刀く~に清主主されました.. [ 
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石IザEノー1

的に「売らなければならない」としたら、当該の農地は「実到的に同家所有」

であると言える c 当訟の民地に対して民家が処分権もf色刷受益権も持っていな

いからであるハ

来して、ネ十公烹表凶家が遂行した l民地分配」はどのようなものであるかc

ぞれは、農民に処分権も使用受許権もない場合に当たるυ 形式卜は農家所有で

あると官芹されるが、事実上は凶家所有なのであるわそして、これは事実上、

農地分配というよりは「割当耕刊」であるυ

しかし、このような割当制作が実画的な凶有化過科であるにも閑らず、 f十27

ヱ義国家はそれを満足な状態ごあるとは見なさない〉多数、の翠族農が割当られ

た農地を耕作する場介には、同家が彼らを却J平的に統制するのが難しいし、私

的経凶活動が活tt化して資本主義が復活する危険性があると怖れるからであ

る。たとえば、農家がI1産量を縮小申告して段少必要足以|をうrけ阿'1として確

保する場合がありうる。そうすると、国家は士業部門の労働者に支給するため

に必要とナる農産物を充分に時保ナることか官位しくなるし、農家が段少必要量

以上に健保した生産物は私的交換過程に人るようになり、資本主義的同氏が円

び音場しうる。また、農地を陰性的に賃貸借、ヲ~nする現象も起こりうる。様々

な事情で、もっと多い民地を耕作しようとする民家がありうるし、もっと少な

い農地を耕作しようとする農家がありうる。そう「ると、そのような二つの農

家の I~Jで隠刊な函貸倍、売買が起こりうる。それぞれ分配をお?でfll 作してい

ると公式的に登録されている状態は生えないまま υ そLて、再び農民の中で 1[11リ

極分解」が起こりうる

このような事情で、農地を過渡的に家族別に割当耕刊させた{麦、社会ム義国

家は、より炭業t[産に対する統制を円滑にし、かっ資本主我がf豆満する可能性

を封鎖するため、もっと効率的ごあると想山される太規模な生.W組織を形成さ

せようとする。つまり、「集同化」を推進するようになる。

集団化は、 つの類別でれわれる{一つは、「国常農場」を創設することで

ある〕これは丈宇どおり、同家が/[:j歪制織者となる農場である。所同農民は阿

更にに 生雇「甘された農業労働者になって、生件手段は名実」じに凶家所有になる

阿家は、具体的には、責伴者を派遣して、阿'u良場をJ亙uする。

集1，11化の類型でもう一つは、「協|叶EE場」を創設することである p これは、

形式的には、参加する良民が組合員となる協同組合であるι 協同良j揚が良地な

と、生並手段を所有すると宣言され、組合員である農民が山律的に生並、分配な

r1931 北法61U . 348) 348 
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シ;Ey巧川:!)J.iCif:!，'をがこ市1-9;:，シロミされみ

とこλで、市I-，;JEL均lメ.j-jる昭和lで 勺注品、すべき小、があとじ 京して、 l二ぴ)

1ん誌で l品:1-1;長J品が当設の .~.~h を半当に I--.Iyr有 ι いると J えるか、というこ

とである"く、この ζうな状忠告説明ヨゐfめに i川市」ではない 湯川知

首l肝右 J -::.いう組院が設たされふかしこれは、 'zz-jjな河.釈であろ"か

れをどう検K~: するかn 来校mがうJ 門己を交げたとされる当訟の良地について検副

じたノ品片ζjilJ位、に、 ---，0)忌準工ザ況でみよう つまり、協jilJ農地が農民など

さミ誌の1産了校を 処分 てきるか、 jいうこ己}、|完Irij技場が当コ支(7)1:産物

を 〈 疋の校tーの約イせを ~ÍJ+!Cにして) 11 分の Aロよ:によ J て~分できるか、 よ.'~，ミ

うこととある。

呆して、社会1義 '1永か遂fした集l，tllじi引手で礼われる協iTiJ沼会;;:1有という

f のようなモ乃であるか。ぞれは、処分権も使用;(羊格もjtっていない0) .:.よ、

j)~官:当たる J そして、 -;-h~I C'J 良 ;Jh:.il :-1十11弘、ごと}不組以ではなくて、当7支の生〆

子F;:は協 :~-L~以内 ;!j 布ではないハブミJ;{ I巾に i叫家所有であるのである

このように、相会王義民京iよ、短いHi:JI刊に判当制作lU3よぴ集111化過桂かが

で、荒本的:"=良三住吉ヤ;T7:王山~(，: 2Zjs，-;Jむのに成功 T令ハそっすーむ と、 時的

な 1M舌L を剖~，去しても、 廷の時l羽l)'fr;{:/コと、子-13主義 )111装1)，l'話故ゲ1I を見什

てくれなけ;flifなhない。しかl〆ながら. 1司下と Jこ ;:Jèi~ が -1!'~ 士り令中;J f， IJI.:i:::あ

る程度成立とふ収める場合もあったが、長期的"~.号越引があるという惟認やラえ

ふ上うな王充当tはなか Jfラ

そして、子組とは異なって、 '1庄の停滞明象がfI続可れlf、引ネT表:ゴヲ ii

j犬尚之解釈，て，tj"後み立てる o うに jD られるし十~;'íの資(よ、「千本市外的要 J~

刀巧¥1対であると訟指i1る r 白然災4ごとか、!吋|号、五二消防状況こか、柑!吋キ.，芝日101'す

Eによか、ず、出主義柏神の欠乏もどうゴj忠凶として~iÈ:不される c このような堺釈で

は、 I[産「段所h、 疋組織、経1斉白井動;計zfrイ本市Iυ)':'4.-i"J-に変化を起こ1政策

はほ7]、 ~t: ない すなわ七、主fJつがほ日針や河村てイtしようとする政液は現われ

なv、のである

しかし、長楽生ρ が停滞宇る!虫起が、 fて判外fケン凶だけにあるのではなくて、

l 体 ~;[I可前妻 r7~1 .J :.こちあると解釈するふうになれば、 !I-_ ，rrr::-~-nrh 行、 I[ 号制」械、

1 このような協同炭渇は「た117協持組合，"百える

析した l人それは 私的混i寸幸子台 lと， ，える n

~Lì:j、 ('::1 U <347) 347 
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在許;}，;功;11f，~ -('1半期lの位十九に泣?とを起こ r此煎が提示〕れる ?なわら {，心J

従清活動をf雪作化Lぶ λ とラる政究力、現われるよ与}こなゐ、

また、時には、 i吋家が政取を必える請に、坑デ:ぴ農業でぜイヒカミ矛己主る持合も

あけうるれ すなわち、 ~l(が 1+1 ，主的統制[1 ~~ ，jj“下氾じて、私的経"守活動12Ht?Tjる

場合がありうるへこ内ぷうな r品台、之上会上義ヨ家lエj旦切に対応Lなければな与

ノユぃ。 l{{U締まるか、出よ泌するか、台法iLオるかなど。
体制グ)1宇和にJ;{j;主仁た変化i立、下会 i義体::;'10)中J，[rn(l)牛でJL概ね l坤(こ在l円 l
， -イr_.J込 7
It-，::; '-~ (;:> k十;モ三トミ子モゴヲf<-/I"， -)Jでは室化が去、叫であると認識しながらも、も

本土義行復活全制御 L ながら社会三義n~車iél悼の<=i:Iに統う1J 1-J，';:うと

寸る刀、lコ1、ttちるー

そして、長袖1り l 有の防法~C i土、普述、農凶手長若~)fl 有へとまッすく移すのt

fよな、、「賃借使用枠 を*1)1担tドJ J二平t-t形態が先引オ J才しる これは、 '1'，:笠「

没対すんJ 辻会土義，"，1:有企 *ltiずするシいう名古を12lてr~ながら、喪主Lここが力

のI二lcを刻1];執する実引をl与る:とので主る土¥1古t':IJ!主事、てあるご二のようなjλ忠、

で農業生監:;Y::j: 持すれば、賃佐世~)+jt容を おイヒ」する治芦が涜く ~fiJHょ l十J:!月

間を延ばすとか l たとえ;ご、 30~刀4 ら 50伊〈人買 iZ使「日権を社ι充、 JLlL1l でき

とJように tるなrのよ λにれそし v亡、二大第に 附有権的却、 llTJ(こ;5:つ♂く

3剛 概観

続いて、北町鮮民ヲ止の変化を眺めてみること l寸る。これは、 つにうj'+~; て

危めることにする j つは 北朝鮮長業内基~;を，"!1点、;:7[についてごあり、もう

日ょ~"汗の tt12i五百に〉いてである九

1 )基礎的状況

第 に、震家人 l__~ J)状がである ;!OO'-)年会 Ri主にし亡見ると、総人~~日9:i万

ヱ工九均十い、がJ寸家から 2げた l賃借::tJ:H .f住 J を，:.~~';ij:、完 11寸るここがご主る

上うになれば、ニオ(よ l 永久 IYJí史 ~t5:t，tj'存ーおよび白色丸、枠J 事持つようになっ
て、完全な所有格?と待つよ与になる、ということを怠味ずる この場介、恒常

伎出粧しいろ ]<1司l土、私的.1~Î但を ;1'T;-"的に見なす社会で現われ心 ごまか J

支羽:こ過ぎとし、戸

r ~9;) LiJ:Gl :j・346)346
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l の日司式で不されωζ うに、悼同では U)(-)~ 弓 ~.l %、 i告別年 初~%日);)

:C-l0.8%乙、 Z設に減っていゐが、 Jじ判鮮ではあまり変?とが現れないのであ

/.，; G 

[jj: 41南北の農家人口の比較

+与 ド| ':91 :fi 
農家人11 ム仁 以ヱz 農家人11 比 主
(方色} 、9七 (7) -t) ( 0，〆'!，/

196'ヴ 1日81.:2 ~:). 1 199.9 :0.8 

lD80 1082. Lヲ4 行7'3.1 38.2 

198:5 ぷ5':'.1 フり 9 71Ci.l .:)1. :) 

U90 八仙一 l F; i'(i4.4 ι"λ 

lヨリ九 4広三‘ l 10. S ;'のt3G.3、 36.:) 

2¥)1)0 41.1ム」 兄。 SHUl 36.S 

り'JG:J 343，i 3~ Cì .ù 3行 8

※問 ~:\i 十-''jル、 2UU7.12、23:)，'{1 "一+千-一iい一ノ諮$つ

このよっな涜象l士、惜1":'('はJ:，業{!::-c紘 1禁止主が日くなるのと同時に斗

ピス業灯と芝も高くなコごいるが、 1t開鮮ではサ ピス *~J):_七主はあまじきく

ならなかったャこが?士l早，[，1である iとそれは、分野in牛区泊り怖王立さ〉現わす
|れ統計で議前でさる(鉱 l 業、 ri2.，礼ノラス本フ阜、 í~設業では大きな差がなし哨、

ピス業でほんきなたがあるこ が分かる μ品-

[# 5]南北の産業構造の比重(%)

20:.H) 

リ(JD:~

:!OしJt3

農林

同法

4.9 

;.u; 

0 つ

※l中完 結一吉~r-] ノヴノν、2()i17口、 ';;:.4 ) 

震峠， ，，'-
l 刊 f

昨主|山づて

3心4: 

2:3.:3 

に基づし "Z"f:o.1( 

この上うな現象は、引プミヰベ誌がi斉理論てや;1ー Iてスたはよ部分'"1牛庄内迂京J
と断釈ミれ1;ピス業の比重が同いのは三ましくな L三i象と認識されるし、

サ ピス 4El吋ム1m毛市 i古助が活 :'1'1こしぞずい~~f，t;;iであるので税制を多くそける

'"とか lコ現れる戸

r ~97 LiJ:G1 :j・34--t)344 
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第二L二 詳地の十八ι1;'，-0'zら，~()" 2(凶行'~を荒 if ~，こ )j -C 見，~() (" 沼状同誌，;l'l~h

3138lmi"Cあるが、こ九をrJ来分出でl河;，:，主予位こしてよく涜わ九ゐ，~，申立ヘ検

針すれば、約ムエ.31方、" Iこ二日たる合耕地図稜:工、この 111'('みら対に当たる 1~1

T; ll;iである

人口、 Iえま人口，:，".:.;:百円)~て宇井崎市千立はJt くない J これは、長;gp当か池百積

で去はされるヘそ Jて、さ lつに、反転い三~刺油国信が減っているーとが特徴

11';"(' あるべ 19剖主=l. :~lh札、よか-h年 =l.U61問、 J以}~)年 =~;.96h河と かなりはっ

て可、/Jo

これは、叫屈の場合には;);しすっJ71えているこエと対日月とある}下乃医<<

ご'1、されるように、神戸lでは1980仏 1.0211礼、 199!j年 ~.32ha ， 20~:~~、年ニ

l.431犯と、 ~-jJn :ているが、 Jはち計ではむしろ減ぺているのであゐ

[# 6]南北の農家戸当耕地菌積の比較

;;-~ 間 中江 主で

農家u欽
j"T当

農家μ数
y 当

(方向
tiiI主:oIT t~j

t万円j
訓地ヴr;tti

{、川川t 、v :1:，1) 

106;; 

10以) .， ム~，)てもにリ }，u2 ~í:i U. 当 L]1 

1 J.')~) 1 ~)フ(; 1吋 1 「行7U、s 1 ツ自

l:)90 li/I. '; ~S2"O 1..l8 

l 自民 15パ0.1 : 8i ;:; 1.06 

~úO(J B己‘:1 1.37 ム94.:5 1.1):3 

ワu05 l札'(.:! 1.1': 90.1 "日5

※11'1 ~生 {ソウル、乙007.12 コ4~ì におっ

口当耕地育i植が少ないのは、士七ぷ問に良0'<戸数にJ七べて耕地商根が世なぜ、二

とが局、|司ずあるつところが、戸当記γ池出棺が減って¥.-，るのは、農家訂以がJ首え

“統計庁、ソ-']ル、つ川7 つ、 lO百、

， 1二三:主持!，;::実を百台Fる湾号、 lμ当二Jj 血「向I杭 l と~， ，う表向は、 F~~~t をおきやす

ρ。村会 ;;_:{';~'V、制 -c ~，土、 佼，1リt二家扶l土異業丘在宅IU哉とし、機詑しないが、こ
のような表現はまると家校がL主主主相11と1て決定寸るような印象や与える可能
性があるからである。 しかし、このような事慌があるにも同わ己「、 ;--I斗耕地

cfrj械を寸諒するのは、耕地荷積が!?殺人口に照~~)てドれほシ i.t;1.t ミか、 f いう

ーとを王建るためでdちる。

~Lì:j、 ('::1U . 342) 343 11%1 
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북한의 농업정책 추진과정과 전망

김영훈

식량난 이후 북한의 농업과 농정변화 분석

유영옥＆곽태순



北朝り52主I刀述、fと.J.j-，~ふ 占;哲三

にそれは:"，19刊，"は弓えない、

事立に、長十本約五丘 XI害Eの比重であるー ËL~;J:二人 lの比重が高い事情を反肝j: し

し真林活業牛忌禍の比重が高l吋九下し)['x[ };.'C'小されるふうに、 ';i車問の持合と

上t<どJと、"く分かる

[jt 71南北の農林漁業生産額の比較

十事 l"i コじ 草月 九宇

1;1:牛注湘
忠明漁業

農林野菜 総斗在洞
J土林治業

農外 ?m~主
、~:7: QJí，0，腎j

生時量出 (%;， I，~r;: æ佐和
主と議官判

¥ ~?(; ; 
i伴凶5立守 幹部J守j

:?O(l() ピ t ぷ G t3 ~lO ユJ，íJ:3 0~) 18，日28リ :コ，j ，:.(X) 

20(12 日42‘7481) 24 司 422~J :'1. 8 l:J ，85討II (， ，4:)3:) :-l2.2 

2004 Gν3，99:3U ::-;:3， ~~59:) 3.6 |均 %40 内，i788 ':¥2，8 

:;(I(lti 1":)9，つ;礼(1 ~>J ， i"，'<:i:l :l. 2ム!フlGO 行、 ~!:H:) 々

※u呉税引 I'J \ソ干パへ ~~;;()'ï.12、 ~!:J l"D に'，~-、っし i て↑パ，;{ ~ 

2 )農政の変化と成果

続い亡、 iヒ勾鮮~~さのJ土討 f" ;':' (，乃 .Cうな}j-21じがすfれ令のか、シいうことを弘

めること l する n そのためには、「苅年 lí~f:..1、「桁立il;r，20に現れら/i二菜分lど"~ 

対守る，..1攻を夕刊モ記白l整理するのが何十iIとある。

T 

H 

[# 8]新年辞、新年社説に現れる農業に対する震設

I :9，16 出 ~:~i~，宣言及な'.
，;.:)47 民支!日J世口止な，

年比山(i)'-+-な口及

943 女惇 l自体 ff:#主流隈ハ水戸企;却に件のl官山U
~H~j : ~~:l*" 1葉市叫主iT，n 食糧);1;]主長lι

:=l::i(i 交怪f↓庄内i百六〉
出l 文紛のため，})I司令は祖"辺のための詰nふ f主柑間的、 j円E
~0 :J 2 忠夫苛む1;-----及なL
9，33 曇 ;Z)!~i:宅戸疋なし

2" 1994.(jまにう古去された i荒friiが とぞれに実狂的に絞¥新if社説 {王、

北京鮮の 年の|司f:kの方 I'~; を筒淑に引しといるので、それは、ある十お l 対す

る 迎史的J考察の降、役に"つ また、その Iノラ式の変化」も}七日に1，;ずるじ
;主7ご:]の時代になコて、「新3計 が「新 1/1十 ~n. 'こ変わっλムシいうことは、

何らかの苦情で、指フ品者が寸リ商h!はたく士い!l~伐を取っている、トし， ~，こ止を

暗示すゐのであるη

~Lì:j、 ('::1U <341) 34 12:的|
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~9SI : :::.十~ ~λ十目玉t~~>を忘:;J1.ごれ"-:j(蝉化、電気イこはもフ文子iしたれ拠地?と、化午化合
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り086 柿子l千命「 ゾヤ】i/J ェ崖混(/)_，~t_申 -
~Uリ7 ミγn'ヤ牲慌を急ir，
~O;JS ンヤ究/コ二塁業の千命ハ守長室 台iE:o'&iili

※ι"" 

1t 

::Ef:農業 l地料理

!-"{:t 南九比地。黄海
与句 l子

l 間': 幸lJ湖"路 i白会討、:f，
1-i白特理事委
豆曇'Ii 果山菜 市在扶地 丸7

鉄山本~r各工主芥;;<， :f

ヲ安魚基地 ti却 YfE韮1i~
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このようそ多係な及でま 段[';!:Ji'主れとし l、討日:イ守写る，r:'，(立、大きく、次円

三)"ある J

治ーに、if'i :t~~集司 i乙 1 己 j畳f早で~~tわれるキキ匂で aJ-l~J0 ここでは、さらに、

~'-)C出 r目立つ}

つは、長[11iじを!ド常に短l"JX日jにi弘行 IJ:、ということであるハ北朝鮮の

干i会設努力l士、 ソJ'主宰肢ft者背景l二村会 l義総 1]や形成じたう"古役、 1--["判明

21 北甲VI;~-~ で佳公主義凶唱とをアームLづ ~j貝柱 l土、 l 出北 J flTu測にそれぞれ公怜il正当ご
が成りすっ過芦"の が分;cpX:-t-." ~βιS民線争境界 l こし、それ，，""，'れ l若と jt，に:仁

三亡、ノi主主じが送信lした状況t、彼らが生出れ体jえ十]句では資不主義、，IU目jでは
?十会三f:_R) う制、了三れるのは、阻むこよのできな，;:1、況であ，，". こ乃五うな
日fh:.，.:.;it:して統 当家を樹立しよろムずゐ卦きがあったが、力不足寸，}，

cJJでc1)ゐc
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지난해에 경험적으로 조직된 농업협동조합들이 첫해 농사에서 자랑찬 성

과를 거두었습니다. 협동경리의 단위당 알곡수확고는 개인경리에 비하여

나 높으며, 현금수입도 훨씬 높습니다. 이것은 협동경리가 개인경리

에 비하여 매우 우월하다는 것을 뚜렷이 증명하여주는 것입니다
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巾jであるが、少なくたも、思団?と ;~f，ご体刻!な μ 産件泌がなか) !.、 どは iff'~

できる口

t0 に、長業を取引い-，"C198;)-~二頃に弓るまとぴ農業分~I} ご、村会十五I};;牛

t宣告fニイ~I清志t どした1 正浩一くい l吋家が I/1'，;主力的」倒的て1支令な事''%'';;;~ -:;f{他的;ご

ざHf-iltL亡、社1当な成果をふ(のプと込んる出である 宇なわち 耕地>~ :~rJ ，-，;!込設

の君主備わよぴ拡大、物資投入わノ;動))t'i:人。))旨大を }J:!.主く推進して、炭君主/['_J去

に汗む;グ]にViITIしたと見去る仙の要件;を干l'弘去、相当なと主j千増加を泳げたよう

である。この時期のi~物 '1 差与の変化を性理 L 亡人れば、次的よ日。なる J

[#10] 集団化以後の穀物生産の変化 (~t朝鮮発表)

集団化f~:í:乏の lUô日年;二次叩万 r ンを生 Jむし、以{走、おどろくべき早さで成立

〆亡、 Hも4年に1000J) Iンの牛産を注(.;たとされる つまり、 24年ぶりに穀物

生丘fEが2.sf吉ヘヤH加し、年 l'.15片山n巧4.1おとして椋当な成主令遂lYたこと}二

なるこの上うな統計値が L れほ〉で碓 ì，:現実を)又映するかは 1~ ~rjであるが之、

γなくとも、深刻な交泡問題を起」さないほど IC.~生法制加を淫げた、どは控

--; :0:フ
λt:. ，_ (ナ匂い

4圃 生産組織の変化

続い L 、 |ヒMf:鮮の農受';，-~づ?の生)1"':組総がとの o うに〆ノ主イυ じてえたのか〆子会 1

詳しどど察することにサる この附注[正、 /1産相純子十十穴ヰベ主主化ョゐ過件と昨

0'-された主主、主義均竺バ組織が也eIこする込程l苛けて分析できる(

1 )農業譲悶化の過特

ま「、農業主tâ'tで/庄紺織を千十会主主{じする過程をよとるこ三にする。この~

程(二、段階わたっ工一進められた〉

ぞのJ!'で l治 i段階 Jと;王、 !民改吊 と"う44弥で千われた l引当;;'f字削u

か樹 ú する i品誌でふる一ぞ lLi土、どのような状~2か古景しているのかー叶イ、

;::.，ニク)~:じ地i に止j しては、後ほと[情論! pcA点じることしーサる

~Lì:j、 ('::1 U <337)出7 12:込|



토

지개혁 후에는 토지의 매매, 저당, 소작 등을 엄격히 금지하였습니다

우리나라에서의 사회주의적 농업협동화의 승리와 앞으로

의 발전에 대하여

石IザEノー1

による植民統治則に当たる1945年以前には、農業分野で小規慌の「自作良」お

よび「小作農」が支配的な生並組織であった p

このように良業分昨で小規慢の自作良と小作良が支配的な状況で権力を!f:i罪

した北朝l鮮の社公烹義勢)J は、 J窄~~と M圧を '1 む根源と凡なした私的|地所有

および階層聞の不平等な土地所有状態を清算し、小規時農業を大上見続農業に控

えることを、農業うf'fで主な謀也として設定していた。特に初期には、 l地主

小門」関係およひ~'r，1皆居聞の不平等な土地iYî-有状態を清算するのに集中 Lたベ

そして、地主、 7Ttまから|地を没収して、， 1地がないかうレない農村」に分与

するという 政策を打ち山したのである

このような政策は、小組模。〉自作長には自分が組模のもう少し大きい自作農

になることと、小作農には11分が11作農になることと珂f押された そし亡、こ

れは当時、小売↓模の自作農と小作農にかなり魅力的なものとして歓迎されたレ

しかし、果し亡、このような刷引は現実化Lたのか。これは、前述したように、

つの側面から検~il できるれ

一つの側向は、農民が所有「ると宣言された農地を、本当に良民が山分の且、

志によっ亡利用または処分できるか、ということ Pあるハそれは、自ら牛産に

動員するか、他人に賃貸するか、他人に販売または町11与できるか、ということ

で現われる。土地改小f去の状況は、販売、 賃貸がγ、止され亡、ひたずらと主産に

動員することだけが認められた:25

もう つの担1[日1は、向分の."E:.ijp，によヮて生何物を処分し、余剰を取得できる

か、ということである 寸なわち、 I1産結果物から賀胤を支払って、税合を納

めてから、残りが農家の分け前になるか、ということである寸土地改正f去の状

況は、 資肘を支払って、税全(首i由、現物悦)を納めてから、残るI1産物があっ

たら、農家のロ志によっ亡処分ごきる状況ごあったと見えるサ形式的には、余

剰を取得できたようであるれしかし、引実的に、農家に残るものは、 I1計を維

持よるのにぎりぎりの水準であったので、余剰を蓄積しうる実際的な可能仲は

ロ土地改小の後には土地の完J1、抵当、小作などを以併に祭止しました[

L 令
日成、 19.39/01/郎、 'Jtが阿での社会主北町」農業協阿化の勝利と農村経湿の今
後の発灰について(

) J、T::i:11成者作集第13巻』、1981、判鮮労働党山版社っ

r2001 北法61U . 336) 336 



이주철

년대 북한 농업협동화의 곡물 생산성과 연구



토지개혁이 실시된 결

과 우리 농촌에서는 소상품생산적 개인농민경리가 지배하게 되었습니다. 레

닌이 말한바와 같이 소생산은 끊임없이, 날마다 시간마다 자연생장적으로

자본주의와 부르죠아지를 많이 낳는 것입니다

소규모적으로 분산된 개인농민경리는 계획적으로 발전시킬수 없으

며, 그 대부분은 확대재생산을 실현할 수 없습니다. 소농경리가 지배하는

한, 우리의 농촌경리는 자기 발전에서 반드시 일정한 한계에 부닥치게 되리

라는 것은 명백하였습니다

조영진



농촌경리의 금후발전을 위한 우리 당의 정책에 관하여

증

산하고 절약하여 3개년계획을 초과완수하자

신년사

신년축하연회에서 한

연설



당과 국가는 초기에 조직된 농업협동조합들의 관리운영

사업을 적극적으로 지도하며 그들에게 식량과 종곡을 꾸어주며 비료와 농기

구를 우선적으로 공급하며 재정적 융자를 실시하며 로력을 제공하여주는

등 모든 힘을 다하여 국가적 방조를 주었습니다

부농층에 대하여서는

그들의 착취적 경향을 엄격히 제한하면서 성실하게 일하려는 자들은 조합

에 받아들여 사회주의적 근로자로 개조하고 협동화운동을 방해하는 극소수

분자들에게는 응당한 제재를 가하였습니다
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す!同2主主持(土、土日丈L\ 令-$i を耳'Z-í:~，すゐこ k ができなかっヂのであふ。

このような内で、!と制鮮で!l仲比され !::.Eirl;-，-j足時は、は円:s:.)~J 組市首位である「在

1:1<;l;;tPl手[HrJ じはな;~C 、 1 ~家元言法話完 1~哉 i? とある I 公刊協月組合 l とあると

「つえる却

協同長J誌がふ的協何組首〉い 7ことは、農地買がとの主うな与をかしいうこ

とをもIril時iTい去す{私此IK，Htrl令では、組合、長l二 l業r-:--i古J白営業ιI_.('あ

るυ この t白:J:， 1占らが号j:': とし亡余剰j を ~~1与する、といつことーでよくノ]ミ手れる

ぱカし、公降:}!~li;J~f;~でほ‘形式的~:はこのぷうな:(T 1tである 7 のよ" I >叫え

るが、った際li異とるわ主的協|ヨHll合が独立司会主併記長(えではないので、そのii>己

fT員:二白日実字iーではなくて、 1--.))明言r恥17{:ーで品る より，~.j~ ~正、仏りが伝卜J]

として余剰や収得することができなし、ということt よノ小される J

このよ λに 技場見が五常者約イ[1~であるということは、長場民の ~-fT !l1J)-h

式 を::Ws¥'-する某淀に三と{北朝鮮は、思fa日ド「匝の米びつの王任をtJ だ

人意政 J を持っ亡、1=!伝的)こ書州、に何!くようにij""抗するこ果たして、農場H

IよてろT了討するのかじ

そのように行動する人々が主快いない~: :ζ乙えなしが、「平均的 な忠，品川

かこりよろな凸識を Fずっと jt~(，'するのはt組で為ろうハ

先ほど、自作兵十小作農とすらJなっし割当1芥作農iz、自ら裂心(こ間'動機を

J寺っていないと論じに白作法や小作出は余剰存収伴できるか、割当1Jf午長;ニ

予九人イ、可能にf~\'¥!Jユりであるべ Lかし、良J々R辻、割;;;誹{投よりも動機

が史;こ弱くそる>1，品i円im場では、 l在結果元¥ある史場見が 人五Hï~ た活

動{汁まなくて、震J話了1こ主体が寸!:iLLJ二Ej動のお?呉と L-C :iJlわれるからじとある

白フfが全体1:--J堂にいくら寄与 L丈のか、 Jいうことさ去 l潜されぬJのである

割当宇井芹!F~!がたよ、にf剥いじもなく 7 も、分配折果にあま:) -~2-iヒがないので、説

i 、に世V;<経済的動!殺を t-~ つい:ないか、白ノIJ~が准 Fl した íl.j歪桔呆が明らかに I}I，

.. hii~ふの℃、 f:Jß) 人そよりヰモ匹前 I 号ミヵ、苦じくれL 、 H十 i ょ l 干;た I>f{j~l::牝」やそける

危険;温かれる えして ftらく、立がj町なホ慌では結果を tれそう t努)r，る

おこりような円で、 jニ利鮮が白らTItiK"た長IWヒを、甲山iこ l協同化 J と三

わない示i会こ呼ぶことは、勺、l会ヲるこ F りがあるしオなわ

科、 It耕民政1Iゴ;土、 j品川組合}ザi惜の宍な品 行がある、こいうことを認識[
ていト Eうごあ。ο

~Lì:j、 ('::1U <331)出 12;01 
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2 )集団農場の変化

続いて、前述のようにJ13成さ九た集t.)-1 f!~t坊は とγ)ょう Lニ交じしてきfのか

会考Z4jることにする c

社会干及。ド'J f!i!ノ:~l( 主れ;工 家政誌や治判 Lて編琉〔た|高l円!日場で農場民 Jム

J'、同:'::~三 l寸じ参加し、ヨ家)こJ是う「す平常15分を除いて拷ゐ生 l寸前果物を、千キ11十提

供したノ;約尋によってソj、配を会けるc 北寸Jj鮮E丸寸:二、初閉じこのような l純粋

村会 i義的J な方式でなおlμtl，;与品品別動するよう L指導Lた叫ん

}ころで、このよへにうf配給与がr，:場単位でd:ノ己L、伺別長持民は白分カ世

iJlしと労働事を数イ主化した「労協戸数;によっ日t産地、ら 去の部分をそ取

るようになれば、 -ft\ )J:J長j詩民か下に↓に:;"'~柏くのは、 22場!:J1:: ~<<~~単よりは恒うr

cつ労W)JI.数Jなる J 明別畏鵠員刀、生庁総督l及ぶ影響iよ非'，';'，'(，，~ (トきいので、 11

);'由主主九心労働することご/1:.;三絃i止を料ば L て、その市~;~毛 r して自 'jfに帰つご

人る分配分がよさく去るこル~J.Xp，ちがわか~~ 1.， ，のである日 ゐ、 11うまの労勃n

数をうま f管迎夕九lど、農i品牛産総量の変化をi牛たす)こ?ぐ分配分を大3くす

ることができると明fiする tろになる I そして、民主号生並法圭令イhばして柄引i

う亡、配分を増やそうとする民団十I主的右式 Eはなくて、 'liili~i~、量 l ーはあま; F~ ，~、

を1'1け4ごいワ心ノすの'Y)的内放をうまくむ段して分配ノ示をmゃそうとすο 「ド人

ふづ!_ii.; ~J0J なさi長治 Jムぐ tJliラオLるようになる位。

このような同地行ル j日，J.iliH支出は半 l' 守主~í' ， 3j"，したと主;- ，:;--，集戸司{じふ遂

げてかんさは〉出向が沢?ない19GU年の出 ι白で

入札るよう iな}た、ということこから分かる「

もう「行業長|濠fγォJJを取り

r-~l$nH表待制J :よ、ょ前lJ年2月に金E成が〈古111虫l弱:1-1;長嶋/ 会坑l止;旨2!;:

lJこのような);式-"，泊 }j:U立場員にツj 配 7) 成 1) ウヮ jß~ 5f'l{ は、次のようになるい

第 仁、 l見fj古川i得総鮎(T )ルノr-.:めなければならない。これは、収入品、官民 (R)

から支山えt~~E (り 'J -!リい主た倍とある、怖 に、長場所得えt~~~ (I! がらtE均

三主体的に主要なえ同士号会 (F) を抜く L 第一l巳減る7'eij古 川 F) を設場R

l労働平 によコてうj配する c これを式で表J叫す丸;王、ノペりょ λになる f 技場H:¥

( T.)のうj配分=農場分自己総長 (l-F') '/ ;j". の労 I，~量/長場民全体の労的

孟)

-1~ これは、社会主亥河気から非miトを浴「ノイる Jk1主も刀4刀4 わら「、自然な班長

」れを、持当三義思想を吹き人tlゐヴ、想改;五をもってト汗ぽ「ωこFが

と期待した}とが幻βであった{

である日

できる、

~Lì:j、 ('::1U <3こ9)3:';9 12;21 



근로자 경제사전

분조관리제

石IザEノー1

したことをきっかけにして哩入された。これは、農地で中純な作業組織に過ぎ

なかった「作業I肝J (50~ 1 5011程度)を分配単位の判絡をいJ時に持つようにす

る、ということである己作業班中付で牛廷判標[普通、過去日午聞のとTi正4士績

、ド」力的90%J を設疋して、これを超える'1産物は作業班に分配するということ

である叫{

このように、個別農場員の分配分が、規模が大きいtZ場全体の'1産孟だけに

彬斡を受けるのではなくて、規院が小きし引業研中f止の生j雨量にも彬粋を受け

るようになったので、{目別技場員の入場から比て、分配で「直夜t1Jが少L同

くなったと百える}このことか旬、 j:J、前上りは労働国欲を刺激するはずであり、

持下効果があったと#品される。

しかし、協|日l農場を作業J!T単位で完全に割ったわけではないので、 11分の作

業地が熱L、に働いて![j歪足がJ首えても、その成果の'1'で 部だけが自分の作業

lifに帰って;1(るだけである{そして、残りは、熱心に働かないかも知れない他

の作業組に行ってしまうので、大きな効果を'Eむことはできなかったようであ

るp これは、「作業I肝優{-，'J'iliUJを取り入れてからいくらも粁たない1965年に「分

組管理帝IJJ刊を取り入れるようになヮた、ということから分かる。

「分組色理制」は、合HTxが1963年〈浦川協同民主かを現地指導 したことを

きっかけに樟入されたぺそれは、作業士祉の下にある「分組J (10-25名紅l正)

という単位を、単純な作業組織からうJ配単位の1'1格をも持つようにする、とい

うことであるi 分組に土地、農機具など生件手段を|叶7LL、生j:+:H標を設定し

て、その結果から 定部力、を分組へ分配寸る十けHみである c

それは、「門業班優待削」をもう一段階割てJたものであると言えるυ そして、

竹実際のうf配は、やや複雑になるコ農場を作業地に完全に割ったわけではな

いからである日そして、一言1I [基本分配某金]は農場員令体を対象にしご分配

し、他の一面[作業班優待基合]を、作業班員を対象にしてうrj'j記するようにな

るi そして、何日Ij農地買がどれほど大きしゅ、け前を受け取るかは、農地全イイーで

分配できる総呈がいくら多いか、当訟の技場員が所属した作業班がいくら成果

を出したか、また、当該の農場民がどれほど高い労働点数を記録したか、とい

う一つの't.:-素によって決まるバ

刊最初にはt，判、が「分紺請負制」であったが、すぐ「分細管理制」に変わったコ

桁 司勤労者( 川 (19日年2号、平民)η 司経1泣砕典)1 J 1.1980、

γ壌、科学百科事リIlW版社、 l分細管理制Ij ( ) J の項目。

12131 北法61U . 328) 328 
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북한의 경제관리개선조치가 주민생활에 미칠 영향

石IザEノー1

めようと、 19961fに分組管迎制を「改苦」しようとする試みが現れた。それは、

r0Jiしい分組管理ililjJ と呼ばれるようになり、江原道なと 部の地域に旭射さ

れたと知られている。そこには、ミのような往けに値する特僚が見られるヘ

前ーに、うr}*flO) I 規模」で変化がある{その規模を 10~2;)人から 7 ~'O人へ

減らすという{

前 に、分組員を l構成するh式」で変化があるわ以前には芯イ|、長イ|、青

年を適切に配合するとし寸形であったが、これからは主に家族、制成で構成す

るとし、うわ

第 に、「生it'FI標値」を設定するのに法化がある}以前には国家が政策的

に目標情をl設定したが、これからは近年の!f:.j歪足を基準とするという

第四に、「迫力H分配分」を支給「る方式で変化がある。迫力H分配分を貨幣で

はなくて穀物で文給して、それを自由に処分できるようにするという。

このような変化を皇室到すれば、ミのようになるつ

[#" 1分組管理制の変化

以前の分組管瑚:lilJ(1966-1996) :;rj-U、缶、組菅瑚制什996イ|の試み)
構成貝の数 lü~25r， 7 ~ lu7J 

構成の恭準
龍力と要求を考慮Lて、老布、長作 古

ととに不抗、 親戚で構此する
年をj直子片に取り令わせる

午昨日保f白
毎イ|、国家的な生産日掠に従コて炭場に 去る 3 イI:-I~Jのm主両と 1993{1 以目ijl0

i~障を送り届けるじ 年聞の収権高の、ドデ)1直川

定過分の処分 口標伯を超える生産物は囚京でi日目する( 超過分はう寸組員が向同に処分すと}

*1'1¥典 イ朝鮮祈報}(1996/10ノ24、1997/07ノ16i を-"bCcpB)

そして、成境道の一部の地hでは破格的に Ij四人営炭制UJ を示範実施してい

る、という報道もあった功 j

しかし、このような試みがそれほと舷散、定着していないようである ~ 2002 

年 6月1日に下されたある内部丈件によれば、新しい分組管珂制が2003年 1月

18 刊l鮮新f'AJ (1996ぺ0/24、1997/07/16) を参出 3

仰具体的な計拘方式は、 C(最近:1-1f-聞のと主産量+過去10年聞の平均ヰ産量)

/イ」と知られている{

，-，0、ノ・ゼジン、 2002、「北朝鮮の 7. 1 経済管理措置が件対'[泊

に及ぼす彬響 7・1 ) J、

ソウル、統制「究院。

12101 北法61U . 326) 326 
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白1)1'_';'':，ノ

この仁つな叫人況を E之さ「ノめに以r:l{~ 、茨:Jt，:析を珂主主すL ようにな

;判手 l'qを4¥J腎f二収買Lて、 ι1';守 L二日足売する)とにし、

よO脊(こ収Tてしに 2~寺子に JWソU ることにしたの付〉ム

巳

口l寸

本

円

~， "エロ 7ン

※出宍 l朝鮮%f>tUJ

[:Ij: 12]農産物鼠定価格の変化

':2;J02i0i/26) 

卜'0'7モワ 1シ!.;t弓 k，を

このよ λ な;目白 irtt::守の変化は、 j芝場員の '1 産阜、ィ支を :M激し、則政，#~工:r;)要同

をごょ〈そ λ.~:-9る砧2!Jを村(てれわれに そ h~ 士、泊図:':'J UI山村を U山 1W:泊。 ι 背

時jさせるとしぺ川市の孜最lニJ1'.へ、れ[工、かなり大吉会決イである づ午 】 フー

一乙 J 、、、一

れをもって協|叶民主誌の毘民に、ある程i正の)J尚昆ぷ、;y悼すことがむきると与え

たのごある、

しかし、このような政策iも、相変つず :lK界 があるれこのようなE土俵l

つν、て、 11:::;1再をち1又イじ したと司{，士する品ムがす/¥j'が、 それは 時11むな現象

にiIまる可 'f;~件が品い':1:日ffi;怪奇当訟の写J円で γこ市ffi;倍に J宮近;Ò$，せても、~

5f1SJ:!. t"; ::;IJ肢を通t~(ヨJ::: f心料出i肢をキftj干する ~R :，;、 fニ十九を Jl_:全に J~'丈化す J:J こ

とはできないからで j;-j る。 l ↑ l湯川場は0~，;~ず変牡 ω て、すぐ凶JÍプ'1!i活力ら浅く

なりうるが、 D:ni己i町併はそれに jく浪νイイく F とがごさなしL そう jると、円

fF tそ止は収瓦渉過にてねになると感て、 l叶';tzへの版J土に n~f也ぱJ にな :-'1 や i

以!のように協同農堤のj宣常「合一「の没イ仁が見iつれるほか 著ごみが農主生汗

でLiめるJt，fず、お d~ U人'Tt;;IJ:.こ 訂~O);;支~ 1-うがJl~ われているυ このような変伝:王、

区永にそれほど大きな負ド~~こなるとはさえない， Ë長刀、 ffl::した投物を~く

7てついも"と支〈都町労役苫tニヲEるd円、 ri一則政赤字ゅの要P:Iにはなるが、
このわ1かな財政赤'了に上って出古iノJ働省宇 .1:べさせられる」からとある
これは、利くえ(よ、 l~iloÇの /1 i主をもって農民、可政省を食J 、さ寸jて、労句者

を匝号~が巴'27:シずゐ古:"ワl労倒Jさγるこトができる椛lζであミ これが、亦字

次回体系が数 1'11訂作動できた根本動ノJである{

1217 LiJ:Gl :j・3二--t.i324
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김영훈

石IザEノー1

このように協同農場の外では、自耕地のJ広大および自耕地連日の自律性の向

上を通じ、家扶が生並祖紘としての地位、および役fitiを少しずつ田保しており、

協同農場の巾では分組を構成するた準と LT血縁的関係を考!者 j一る試みが現わ

れていることは、協|門l技場が解体されて家族民が{量治する可能性を微かながら

も見せ亡いると評価むきる{

ところが、このように協|叶皮場が変わりつつある中でも、協|叶技場を凶営技

場へ恥換させる動きがあるろおのは、一概に珂解しにくい独特な現象であるじ

つの形態は、基本町」に社会全義的なI1産組織であるという点では|叶画的である

が、凶常農場がより困家的統制が百}いナ持活ごあるのに、協|可農坊が変わりつつ

ある状況で、 部の協同農場を史に「純粋な」社会主1G的形態である同住民場

へ転換させるということは、政策における「ー貝件」が情れる現象であると解

釈できる c

このような現象は、おそらく、北朝鮮政府の私的将司活動に対する「矛盾(r9J

な態l荒から来ると日える。つまり、 国では、私的経済出動的効果を感じるの

で、それをある程度奨励したり黙認したりしながらも、もうー耐では、私的粁

?河川部Jが11日生化するのは望ましくないと見なすの Pそれを統制しようとするの

であるのこのような矛盾的な現象は、」じ刺鮮政府のJ.L坊が大きく変わらない|出

り、今後もいろいろな形で現れるであろう。

5.営農指導の変化

続い亡、 It朝鮮政iitの農業生げに対する指導がどのように定化Lてきたのか

を若|詳しく#祭寸ることに寸る c 北判鮮政府は、51:業分野で11jl/;組織を社公

土義化「る過程と半1Jして、以前の{ム統的な農業生両とかなり異なる常長方法

を時¥rしたーそれは「主体農法」と昨ばれる。そして、初期的相対的な成長期

には、相当の成果を挙げたと百える。しかし、 1990年代に入って食糧舵状別に

|治ると、問題があることに気づし、て羊体民法をかなり「修正」しているコそし

て、食糧枇を前後して、常農指導がどう修止されるかという形で分析を進める

ことにする一

修止の-ift日は、作物選以の同組でトウモロコシグ)比重をはらして、ジャガ

品二Tーム ヨ〆フシ )、 2006.9、50J{。
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石IザEノー 1

げなければならないし、その1]1で重要な 部封が食糧自給であり、これを進げ

るためには収穫量が多い作物を集中的に耕作しなければならないと考えたので

あるu このような観4山、治通ら水田には航、畑にはトウモロコンを辛要作物として

選択したわ

水間にムに析を栽倍することは、 iム統的な方式であったので、{可の変化も意

味しなかったが、畑にギにトウモロコンを1友会害寸ることは、重大な変化を意味

Fることであったυ トウモロコシは{ム統的な畑刊物とは異なる特性を持ってい

るからである。トウモロコンは、単位由積当たりのW!J隻与を」首やすことはでき
るが、本来、高iJ;;¥.多i日な気候に州L仁、しい作物である〉このようなトウモUコシ

を、平均気溢が低くて降オ量が多くない北朝鮮の畑に育てるのは、相当な冒険

でJもったり

初期には、比較的に成功的であった経符i正LSおよび相対的に有利な対外関係

を背景に、必定な物資(精子、農薬、肥料、機械など)を相当量投入すること

ができて、牛産量増大という効果をもたらしたと見える。

しかし、時|出の経過とともに事情が変わった{物資と人力を集中的に動員す

るのに効果的むある干十会十五」体制は、「外延的成長」にはある詐民効果的であ

るものの、「内包的成kJには効県的ではない、という現象がJヒ判鮮粁済にも

現われたι また、 1989-1991年の聞にソ連、以内で悦干十会が式移行が大々的に

起きて社会主義闘が崩壊すると、 ι、民な物資をまともに投入することができな
くなったっさらに、農業技術的な問題と Lて、同じ土地で継続的にトウモロコ

ンを摘えることによって、必!民な営養分がよ止けなくなったc このようにして、

化朝鮮の土質および気候がトウモロコシの栽陪に不利であるとし冶う特性が著し

くなったわけである。

食怪向給を H標にし亡、トウモロコシを大々的に栽培したことが副作肘を起

こすようになったことの反省から、 トウモ口コンの栽常面積を減らして、他の

作物、特に「ジャガイモ」の栽培南積を刑ゃ fようになったりそして、米、ト

ウモ口コンに続いて、ジャガイモが r[:fj3 0)主食」として王手場するようになっ

た61 これは、次のような作物川栽培商積の変化で不される〉

61 ヰム ウングン( 、21J(川、「北朝鮮の良菜基盤実態と農業開光協力占

業 )J、H農村経済(的23l:会的 2

号 ) J 、ソヴル)、 73~74頁。(ユ・ヨンオク&グァ y ク田テシ

ユシj 、 20引、 2~~25負。

r2211 北法61U '320)320 
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[#13]北朝鮮の作物別栽培頭積の変化(単位:万 ha、%)
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ィ i; ~r ιCI -'I .. '，ね仁川7-;子主 511)' 日"百円円"~匂 l お 訂 2 竺 ~2 日 l
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、一rιy 

lじみ ~， l1 LI :，~， ~:; 54 1 ~.t> 1 3，' ぺ ~I j"， L 

λ 日:lC川 1日 (U: ぷ-，-，'(r: 日目;7373m r 1111lp 、 U: ，~.í 

:r:生 lct;21111  1 
司

15牛 1:;.51 10.11 1: li.:i: I :'~，:: Liリ :2.!):Li.'， 

* ，"'，JJ'j. ト\~;，; ac川、 r 礼h礼Cべ[，I;p bn，，;!，L[;，Cd叫 s:It， :; ]9':':，[&111州入にl?-'-"，"，: 1ドlぷ
※辻ト---i'-"干口「ン 1" '力円「

l' の栽培百積 l士、 ~9ôl 午(，:42 ノ.: hけから徐々にJ首えと、 1~)前年 kSS )J h;-

(30.9%) 一最高自民にうって、以佼少し誠つど的万 haノ1:'芋守維封されてい

る治宝、 200:.1今'1，こは;j9)Jha 日出l であるい トウ司;1 :-7 :.-!手、 1961存"こ;;2.:.J 

方1;"で、l!)以}年:二69万三a ;32.2先 Jと、景品恰;二士って、 iょ徒住以後激し

〈減 -r :，(i h II札水準に F まりでし、;~) ?戸、内n()五年の場合に h土日ノJ"0ι 

(勺6.2% であゐ これは辰内情iこにべ lご、 20万"'-2.祝烹減ったことになり、

がなけ大きな変化であるコ以前、ジ寸ガィモ!立、 1961年に34万 ha、ょ説示)去に

1万 ;;.1 色村;')であつえが、 1!孔iS"'i-J:J.I:走、災犠;巳椛i'lj処1る過程でたき

<: 1科おしア :_~O(ì三年)こ (:L197j he. (10.0お) ;こでる戸川、左;土、 EJ行1if;こ目白

ノ}h8，麦はI，Jじチドにl'ソ.)h8と、伝統的;こ非常に重要士作 1詰ピあったが、 干勺

と;:;;f(，":)"(-.，三川"年にはノハtとは l方 ha {:-L'，ヲh)、ノくは日万h \~. 6出jこ、]/日

水平へまご成って町、る りは、 t~) c:3S)J :'i';水準を経ィ干していて、非常に重

まな咋物でまることを示〕て 1" るJ

全体的にみて、 ;jé は主~J;'~ 羽'E~\こ大主な'l'flうはなく、子ウご:~- l，ぃ， "が大えく減 J

ご、その↑にオ)t， !.，?ジヤノザイモがI「LiえるJI三である、ぃ、究、 えは徐々いはッ亡、

青はあまノ吃化がないJ ジ可ノ'1-(;Eが「治誌のギ食J ，:: Lてを〆持Lているこ

y )r:Jii、ハ日
一;TJJ刀心っ

~Lì:j、 ('::1U <3l9.l 31ヨ 12221 
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この仁つに、シ γガイモが主要にな Jていくのは、 「のすモ計が不 fょう l、

ジィ/フゲイモの'1〆j:~;.が人きく，~え vcv 、るーことでちううかる口.s:.ジザワゲ 「モ法みで

ょ少90-t'に81万九〆小己っこ凶日年:こ20?方}， ::--ノヘ士宮えとし iるU

[#14] ~t戟鮮のジャガイモ生産の変化
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とだ、忠弘前積当のここN 刊はあまり変化が，~:く亡、他何回々にJtへて似 v 、 h

ごちるつ 2ω5干にとドシャカイ弓 12'1とで つ立当牛産量が10.9トンであるが、ご

れは、己主先進lcli二.;~れといるここは"うまでもなくて、出 1:;:1 (1日Gfンj

※仇 FAD "C:'c;"tiゐ ω刈川と~， ~~， t:p 
糸干'~，i:J主i;f京はJ川吹ぞ直.rr: 1_ た

t 

りも主主

[#15]ジャガイモ生産性の比較 (2005年基準)

務円leJ:F，-'，8叫山口:"aLa，o，，"某.'j"，<::-作成

杭いて、修 ~ß)一脊円 J土 茜産業で l

になった、としこ〉であゐ c 般:ゥに/:'ヰ長 ("'i下 )5~ な牛、 l郎、主出を釘うのは

殺初を担当主i ，~ 主さとオるぐ殺物íl.j歪 1Jづ，~ì"'l' な時J土、 fιq:;をまかないながら立科

1;1\引 1) 当てることがでえるカ h 問 ~Wが奇かろう力、京物とれャか太主〈減丸iえ

事情が変わる 人が文、える穀物がrtりない状況では、家査に当える穀物は泊三

之のであるわ ρ

や似うことヲト重?えするよう

このよう&状ut'.でだ11どして子丁ι1.l_'1され作グ】が、穀物をあまり

g(:)押牛主主が/¥さ¥減れば、 つの刈Jjによノてι|、休など京南が/¥さ、対lω

つの~丙[よ、舟料足4 ムリ ì) ~てる穀物が八lEになるこザペあと モう つの

担凶は、人々が、穀物長取がdよる状はで、ドサ組長取を仲~，fししこれを被おう

とす一ることて乙ふるr

LiJ:G1 :j・318)313[223 
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必要，t_Lなし、市文京3?を釘う刀';i'である U 二の工うに Lて、民主互撃が、りこでlL

γーピ、見、県なとをj立視するようにな(だ 1 この対前は、相当な ~~b弔をJ;さめ

とお:)、それは下の統計がらもす4るο

[#16]北朝鮮の家畜飼育頭数の変化(単佼:万j

1:)則 | ム附S 19川 l:Jn】 ょ ~ìD7 20uO コlI02 21)U4 20u:l 
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屯 2;'4.0 HF  iつ'iSつ:::)6';.7: U6';.7 
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t，"(作成(

ヰは、支組朝r以前にl;Xl)J.¥:l.ザホ苧であ~たが、食組難μ、Y忙でひ=l})出水道に減 J

て、古川目年i-.!rってもあまり回復[ていな:"凶ょ、マ主将桜山市}二iょcon万五l
!~くま0' J首えとしわが、食組難 'jKi地0'2(0)J 頭JXI にがり、以 f三指/{ ¥ー121復L

とv、るが、川町平l3ヲOhjhと、まだ丘団雑，J<，tのt宇まではで「て、、な、、

婦は、虫桜町以前)こは :20('的 )jlJしをお去ており、食混雑 ，Jè i，~ できωjjlJL本苧 l 減っ

たが、mミ急速に府えて、主004年に つては~'t得者~以口"の ;j<i羊え同保して v る

手;之、究室斯PCに!土日iJ-;頭;，:.?r/~トが、文程具*1大ィ見でその汗号、の水準ド叫~--'

て以後も持続的に減って、'1.005ilの段|情で17石原本ヤに 11まってし iる Tギは、

食干玉虫f以前にι白万i日夕)アエ準ごあてJたが、 小史家合ill悶J改ノヰえが効果:をおそ三めて‘

2(削ベ.，:.~-n() T;l'1，q チ超 f ている問見~，i、 j工法r件以 :11{: 二日O()万日寸半であったが、

ヤ ltの主うに、食糧訴状泌での小食ヨ::::r'{;市j完成策でよさく開λ 亡、20U:;午I，，::.__t.~) 

Cほこl円!IJノJν1，水準lこJ!_i:f寸し、でいる川ご明は、 fょ起き，[1以同Iには388)j]!.1干''C'あり

たが、食引J;;~引状 1/1\亡1，;\誌に;:;;;Qっておlア5'[!c水準になるも、 l?合:石と品可d足以災以後

六さ〈唱え'r、20りρイ|に至ってSOOj.:ιを沼えている)

同副作用がないhけではない「ヤーじが大きく J日えると、五世/二氏iJ、で野111を

自主慌jl，"立1しiるとし寸 c
D"' 兎lよ、体が小三くて:7r?抗力語、I:';jいとし寸事情が、

3空間である

~Lì:j、 ('::1 U <3l7) 317 

二のよ 1 な土山地!1j~C')ー
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る，~t 円 12ほしスこ h は 土地利用効キご大きな役?じまないこ〉を不峻す斗 o

事 に、;氏海難j辻民、良作物生出力、1985年りぷ苧をまだ日{呈していないとい

ろことは、長業主主 l'豆の i~;':;;がj井上自不足のため目立会いことを意眠する、 という

去であるれ

この主うな占を考志する〉、食糧難といっ緊急な;慌泌寸sp:界効用があまり古

くないと兄える糾均敢辺事業を、平除去に動員して実;Jili-gることは、優先問R'::立

の設にに問書聖子pわると汗ふる仁むにみ、 1---111:、JIIlなJ排:lfiJ坐刊および拡大t業カ

オλ六副作!:jを鮮日するのがもぺ優先的な事設であ":"う i? 

以上のよろにJヒ拐骨子 ~i、「良行間蓮に閉する 7~- -+~'， (196い1'fiに正式{とされ

た農業民 lげi1日jと政誌をも勺亡、 198(コ午fi:i，'fまではある作反日立*をおさめた

と百える。 しかし、 l凶作年代役 r::(人つては、長幸生併が停滞、在七→どして、 'QQ(j

千代I]I:U主に陸甚な，Q:桂若手に苫しんでから、 定v)!l1)FJ去、変化がr::Lわれている

λロ ガンエし亡 l土、十ド没レコずヱイ木r士法の ri1ÞYJ を叫 λ ごいるが、相当~~ I協

を加えて川るのである or-1休農 J、しつ引守L，といろ殺しいスローガ J は、

これを|背ノハ!〆てLミぷ ο

6圃 農業生産量の変化

続いて、北引鮮の炭業生産主rつ変化について見ることにする、

区-};;':-('i克jC;;，ょへに 農業生川で食糧[/:::{;却の栽后が中'Lであζ(行on日午を不

手(.=~て日Æ "l ':~(、全休刊|地回碕ザ01 り In ha (/)斗J で 17Z日作物 (/)tV:'~f1iJ'碕がぷjl61

万h:1 ~， 全体グ)~i4.:-j%に当たる それ C"~王、食糧汁粉を活 L し蔑常生汗皆0)

，(i ~:プグ〕減とこ/ "土ア抱が:腎え」Jこ片山宇全に「二つの l 成巣〆はζい緋vミ

たふん、 i円え乞事件:k' 内田で 1'B当の部分はEすがみえった粘~すあろう そして、従

来、開てには 1をmえて刈，L;-jL./Tt1たので、 1'1'が主庁j-llJ.;こ変わったごとは、志まり
大きな効本cY.苦を出昧しな 'J'_， 

PJ. I~J:l 0)州地苧:]1事主で平地では特別な引イ乍用がなかった工うであ〆コが、山

地 C'~止初当な吋イ，寸う")司われとぷ前に間汁い七 {LJ'i斜地で組Qi手 11を軒J~:_

減らし、 tむ待度ド同し、ところにf地をz成したため、<<-_1'.01 ::-青失ド起きて、 111
4ド刀守月下位 I、;川JI
E註主\，~_t.しろ戸台、/三訂山i日T均出::;;に二:f'作1午H二寸)μ)+1けする kゐにな♂ツJ たリ なお、 III~+ギ荒}光化には応対 )+1 の薪

の採取、崎十円l向¥)'0) fj(;大もi乍吊 Lfどい行 ο

~Lì:j、 ('::1 U '3l2) 313 122[，1 
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[#18]主要食糧作物の栽培薗績と生産量1;の変化(単位吉岡、万トン)
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変化 ~l' 分好す rL こ円に，-;:， 

J23長生出に凡ずる止法な1泣汽は得に〈いとい λ ことを前提にして議論を込め

るl九農烹牛!，h:.:立川80年代前 iーまずはか三 h成長したが、どもすi"ti長子以絞iz

仲治 Lて、吋附ドI'--f-('-ζ主主にはれ !J.コ減って、以降ノ〆〔ずつ同復 Lている越却で

ある j このような金イとを若干詳Lく分祈L-cみるこ):，:"tω 
ま r 、 1980rl-~{i: H;:半三で lLl 成長期 l と行える υ お初i 鮮のt'il業 !L;乏孟 l二村

続的二増加!て、 198U年代有↑に総互に守ったと見えるυ 、こには、六戸〈

コ円以i斗カ吋下)IJした。 コJ土、 i叶家1)平等Lたν ろい，-:.'な事きたが民主f'庄ド肯

た[向!こ作目 L/:11H同 CJ:;るl 植民地時期の工装化グ)追ρ 記よぴ、ノ.dーとJ:'~: .. '~ii、主

~:;~除。〉よ:_~均的支禄を I~:r-~~，ーして、本:会i:Jt:干J訪民戦時をI而ii :~て、ある和友成

1M円"土尖{仁を)ι し τ芝げ ζ 、辰之~-cj(.、立を主長j幾械 ラクタ一、持zhi停電なと、
jf話、月巴革!なと物資を相斗主主洪給ぺきたし、デ司ぶエ l草で京地および権況施l止を

裕治.tJ~、んしとし、孫子己主よし良禁法制百普及会どを積称:"1'"准J1Lして、 一立の

0y:果をおさめたのごあるむもっ て):土、 '1'ソ粉争などの官会す北岡山部におけ

る不利はあうとものの、汁外部誌が桐村f'(i¥二有刊であっとこいう事完で£ゐ

自 ι の It; Jliよか小 hj-~t~'バあ〈丈 h油を、ノ透から有利な吋絡で HI 二i 量輸入引きたの

lLそのぶろな事「有をよ〈示すn

このように相対jlJに合引な対外崎Jt，:::"{j景にすて、排出の整備とj，t大、附w=

tß， W~(lコ整清と拡大、物資投入の!~大、労的jjJZ人的治大を基本内符とする住家

_:..:)t~的良業主川が生 J:{ :t常}~ ': :.. -f~~-'!E07に十市Lt~ こ Fiーより、民団化がも JLイJ じ

たと下℃る/iJ間意部減少などの百定的に作出 jる必凶を相殺して、泊三gなI[恋

培 l、を~if:げることカミでき Jごし

Lか、市以ド1'(I川、に絶JJiI:.~- 王つ f民主 f 丘三よU:、バ段1-;:-~帯、減ψ1 るよ

う)こなゐ c このよろな定イじこは、 にき f一つの浜辺が!ti下 L，.'ゥ つ ~i ， ~ゑ

ギ専で内部的にJ民ffしたj主令長事業で副作用お;:[r~子[的効来が告し~ :;Ji，Jつれ

"， t 会 i 長fl~lJi ごぷ〈税われる説集むはあるが、北朝鮮が i ら /;é 哀したt 乙日 1

1ょ少なくて、信煩11がfl¥Cミ 民主存会めた経済:p~;:~ ~--):'Jして、ゴヒ布l鮮は198，ノi

まで「概時間 l な統計を発点したか、以殺、相~な誇以がある1-詳U山さ抗てい

る (:.r¥-0工程度業機rt¥l lFAOJ ク〉叶倍などししかも、 19お -199/1(1 は、統~ji 

を紫式与えしなか Jた 199;;年、った主な;)!木材与を被〉て、 Fi際竹会に又援を

レJえる際、簡単な喪主統計キ松吠するようになった 目、?誌は、|ぢ湾機対の検証
なと~'r-j担じて、日担住か改害され P統計奇;♀られる上う h なッ式、ご

~Lì:j、 ('::1 U <3l1) 31 12出|
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，~() Jうh なっ丈一〉い"戸であるハ tr埋な傾外fjヲ院主;;;::. 仁る山体 '1["主化、試候

および}貨を1-;:~'-!，寺晶、、;-'nciJ つ六作物のlliれ\ドウモロ] :-1-1同主なとつ、

~キルギ 01わ山口出こ依汗する渇水1Rを多出する;'fI代体系、朱印iLに。る労働

主訟の減fむなど も~， -~つは、牡 h 干主主|守Jが崩J点して)，，1 グW;:IJ、 I兄がヌ示 l になっ

た少 1，' ") ，6.であるソi豆、収はでは脱社会ょ義移ぺJが起きで、 L主}アャ Z土コヨのよ

うな tt::i~土議lt1忽ち改輩、開放を推進して、}れまでのよ λi 相手IJ な'，，1係を結

ぶことがで主なくなッた これは有川、?混合ーが品など物去の導入が念，:%1~ーはる

ことで示される

このよ λに耕地おぶぴ議i札;Jtl!設を設備して拡人「る宇奈は、もう以界効肘が

依 lしI1床J普大にあまりもJ拡をI1まなくなり、 業部門引停泊、対外主j係山，'/t

イl:などと叶句'i'(投入苦がil，~ ~_)亡、 Jす~'f: I'f';) :"~存在し とえたと見える集LtliLIClる労

均五校減少なと、 1，室崎大に否定的に作用する要用が再定的に作用する要用を

!三:'jOI して、::r.従軍が停滞、減少す心ように品、った しかも、-j，Sj泊l弘、:1渋災青

さえ甚なっと、 Jすびただ〆、吋j撃を受けるようにな Jた，

i! I て、~@員羽で 3 え十分てはなかッたと拡d己主わるた海事情が、 1993年}二

至コ(c克也難 l としに司われωぷつ lーな1.)(その状況を?前年l一分析し「みよ

つ

定桜c!)/}、QIJ入居1は、河長で小与れるように、 つの閉山で!~揮する下とがで

きる r ー勺 l土、 iヒ刊l鮮が必}~とする ú::婦をとYし:， 1 ど白ム吠給できゐか、としう

こ}である このよへな問珂での不足の程肢が「宍質的不足J -Cjうる μ この上

ろな実質的不i止の程度:土、食糧忍;_)，Hii v) ~将司に Jっ v ミ -C -;i :L(，王、弓981{I ワ8.6%、

ソ)前年=2;).6% とある A 食t. 生内三社~、地問に六った 1980年代末73離とそ三えあ %Jj，

1 不 !J~であった、 というこ~: ，。なる九~~;トらく、このような梓J支の不足状態:~-4~:ヒ

吋記会主義f古川ご現われゐ&:.;!;，:~_.~-の変化を説明「るのに「社会主義的生ん横

滑 のみをl尽附としてl!I'がする場「干が多くあるが、二れは、全性的な変10を11':

J屋し(二!< :::::'1fる}七会~~;莞休 cilでの牛 :S吾グ)従イじにも成|と、停滞、減γなど

多燥な校相1)恥われるコ}カ L、之十公平.}t:'l:I!:'. jïJ量i主 2 いう U~ :バ十公平交俸制;

では「市数 J}:しぐれ円するのご、同しイ七日J'('名手正な秘犯が〉う L-'Cjj[われる

かを九割:， ること 5できなν'.'くつかの!~凶が l 復合的 J に作用する結呆と

してm!!n，(ニ子、説明刀、l日慌になる? 子のよう士多数グ〉要i大:C') 111て?ととi辛f耳元
1'1(;ιIUがこの I)j苅」ヘ作)IJヲるか、どのようなりじ宝」で作!IJすぷか、とい

うこ;;>但1; しどこを、 !ý燥な 1:.-:1こを ~ft叫7るこ J ができ E つ

123; LiJ:G1 :j・310)310



김영훈

北朝鮮農業の変化に，'Ilる 高経

[#19]北朝鮮の食糧不足状態

供給~ (万ト〆 j 不足状態(万トン、%)

人口1: 需(要ヘ~1】4 
内祁 i昌人景 合計

'x画的不足c;j 結果的不足G;'

(万名j
(万トシ)供給~ I ~tcì;; I (D~;~C) 不足E 不足半不足E 不足半(sJ，j (A-sJ I (A-B/AJ I (A-llJ I (A-ll/AJ 

1960 

1970 

1980 1762.2 514.G 

1981 178U 520.2 Jつ71 つd H8.9 28.6 

198~ 1909.7 557.6 

1986 19:30.5 563.7 1119.3 HU  26.6 

1990 2022.1 590 S 

1991 20，19.5 598.5 1102.0 196. JつJつハV 

1992 2079.8 607.3 442.7 129.0 :571. 7 164.3 27.1 :l5.G 5.9 

1993 2112.3 日16.8 1126.8 83.0 609.8 190.0 30.8 107.0 17. 

1994 2135.3 623 S 388.4 109.3 497.7 235.1 37.7 125.8 主)，2

1995 21.'51.3 629.1 1112.5 .19.0 'Hil.5 216.6 3，1.，1 Hi7.6 2ヲ 6

1996 2Hi8.4 633.2 342).1 111.2 456.3 288.1 4:5.5 176.9 よ7.9

1997 2181.0 636.9 369.0 267.9 ，12.1 

1998 2194.2 640.7 348.9 291.8 4:5.5 

1999 2引)8.2 かけ 8 388.6 256.2 39.7 

担)以) 2217.5 647 S 422.2 225.3 34.8 

古川1 2225.3 か19.8 359.0 li2.5 .Cつ31.5 2似).8 ，1 '1. 8 118.3 18.2 

担)02 2236.9 653.2 394.6 140.0 :l:l4.G 258.6 39.6 118.G 18.2 

古川3 22.'i2.2 657.6 111.'3.1 HO.5 653.9 2~1 2. 37 103.7 15.8 

担)04 2270.9 663.1 422).:l 120.9 :546.2 237.8 3:5.9 116.9 17.6 

古川5 2292.8 669.5 11.'31.1 日9.7 530.8 238. ，1 35.6 138.7 町).7

担)06 2307.9 673.9 453.7 95.0 :548.7 2主).2 32.7 125.2 18.6 

古川7 のーωつつdつ ハv 681.2 1153.6 227.6 JつJつ .1

担)OS 23:58.4 688.7 401.0 287.7 41.8 

※出典と{主

1 )人口統計は統計庁(ソウル、以)07.12:18以L ただ、ー音1:(Jり81、1986、2007、
2008イ1) は人11地)JII守てを利用した推定前である、
2 )市技量 IAI は、 l総人口x1人1り1年必控f世 間J2k(J)Jで計算「るυ1人公
りl斗必要iヰロ92kfj) は、 r1人当り I日必吏斗 (700g+ 100ι) X365日J) 1日
必製品社で7川氏は直持食べる最 で、 100gは柿 f用、削判刷などに必製なーであるc
幻自力怯給~ (B) :士、前年i庄の牛世::;-c-統計庁 Lノウル、 2007.12: 28μ)による
ただ、一白目白川7、2008イ1) はマスコミ三十日過を利用「る
1 1非人景 {じ) 1;)、内業的輸人または耳慣支接を合わせたもの P、キム ヨンフン
( 、2肌16.9: 14、96頁)を参照ι
5 J 実質的小足」は、需製品砕を内祁供給じ解決することができない起慶を表現ずるc
(j) r結果的不足」は、 導人Zによっ C緩和された不足状態を表現する。

北法61(1・3ω)以19 r2321 
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朝鮮が伐訟の復旧制を経て、 |業iこを i主~-y /以後、 l山(1年代々 Ij11J:ま別手続

と推定されるへところで、このような状詮は IH出均に浮えられる dえずで

あると忠われる引い

Lか、吋附ド1，(1:入品頃、状況が悲化Lて、 :;H)lT.=:n.()%で示されるよ

うに、 1:治的に地えられる限1fーをむんるよつにな η たと見え'. このi乏から党

溜現状{"，じ附って、 19例イ 37.7%で不されるぷ弓(二、多大合外部提.:UJなこ

は JF; え炉い~j.~~日になッた仁ぞ[亡、 ~99")年に片然、正予与ま 1 被 ν) 、 川川危践的

状況:持ちこんで、 iゴ|寝不十公 l 文?妥存i 耐える状J兄仁三三汁什のである。こ t~， ~土 i99G

t;:: .....11Sにοノo::いう数値で:ユコきハ ν 点われるわ~.)，;f;毛、神子、月E科士と外部的支

80 北刊鮮か1970イ 1t l草、 :::rt長自給」を i芝 (fどという +~Rがあるが、事実なの

か疑わしいしよ〈支柱白わを1止日j，るものhLC寸じ者:鮮J戸沢を輸/1;1L 1.三土が

ある、とい λ ニとが悲;デられる n ポは~:t :r!~鮮で主たなりで、二才Lを桁 i.d-1-ると

いうここは、紋Huが余ることを苦味寸る、と解釈 v たのであと。県ししこう

肝釈寸るのが地vとあるか ;;'. '，'":-，な出味(.1計量 1 : ~今というのは l正気にヰ;¥'i

するの(.-~必更な穀物を白ら 11 圭ずる」ということぞうべ主予ある〕すなわち、

寸人当り iIに食市て7()()'1 程段、極了市なIc'i也の市注〆して 100 リ在;-~-を

供給することができる状訟である"止して、北干1)j鮮がニグ〕よ λ '~t ，;'J.~~~、に:てった

時紛があったのかU れを輸出したというどtγだが、にのような4λむに主ったごと
のロ正j比ごある刀、 Korn:li (1992、 Thc Socialist Sysふく'El"T~:c PoL↑jca~ ECO;::O-，l円

りfC:nCl:111Iti:<1l 、 :'r: 1目lCl'L山ρ川]孔¥1下一¥¥削¥l、川(じT只引¥lい、 Prれ1問 rラr円l山¥¥削lCC川IJり}川¥¥、 KじwJcr:--，c} 巳 ~'HS~ 

3S.l頁)で!は1 、ある凶肴永ミである九十ドゴが迫ム..ci.:.な元'~.ぜ5炎:号辛1子→1;にこ照 lら〉 L ご;司干不、f足Eなy渇話合 l も、

そσの〉止ふ口巨を

を泊;n引jいて考ズ"、みるにとカがyて詳る U たと去 (f、半iよ不斤肢が10%-(，、手口 ~t: ~ょ

不hU是が50%なら、古を 部輸出 i.，-C{;偵を宣う場へがありうる そして、不
足r!之が、以(主主)出になり、打油はね%にな )'1J1斗 (C~，小足 1(1弘、 11;円ィ、足

50% I (l)組より Fノ三不足 20%、T;泊不足二部% の継がより上え lλ状況であ

h うるからである。)二のような ;:j~å[，-c '-Y) .，-たぐ能性が向、、ので、三u，::鮮が1"
'"輸出したといってF実力、1::';':tちを '1むでしたことや正明ーす ξ}とはEい;;1::い{
別式市主準で「最小必要~よ」乏して l 人当川 1 ;31)1) qゃっ主主1ることほもこ

の 1穴熊を fó~ すると言える I 食月をまがーで.~(的手不足訟がお G:X; である状況

である:c (ところが、不)E状誌を汗世するのに最;J必JムEを恭平とする場合が
よくあるが、、れは苅切むはないこがお1干'1'.1立は;頁 lγ 状態をぷ準として古?側←jべ

きである 最小必忠、萱を慌~'，ヲる状態は もうかなけ不足な状態ーしあるすたど、

「;;常的にj-Jtえ"れる」イ、足状1f~なのであるの J

[233 LiJ:Gl :j '308) 303 
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Kを持て、主的7手F-.-.-.-:rl. 4 ':~，で不されゐな片、若~改古 L て'.'，;:J Lかし、相ノ々

らす11J弱土状態なので、 気象条f.':がE ぃ坊主などにはすくJE;ヒしうる状懇であ

ξ;c 2008-:r=41.S%はこ 1しを#1，わ I0 
この E うに、再質的f;:j話不足状態 l土、民宿!::~泊 I -rr:ht J であった状態でも

十目当な程!えに存在しといたが、外市;一主J友を訴えるはど寸はなかコト刊で唱え

ていたと兄える戸そうするうろに品二三宅再:1引が原決ずると、物資供給が京EI;!:;:

引位ず:受けて、 19臼(J年j以後には状ィ7てが深刻にな iハついに守杭火害まず党 Iこ

1 民}S~I: は外部支援委訴えゐぴ) \，，?主--~， /:.-、のである J

食糧不足状態を現わ「もろ っ乃側TH:は、「宗寺果的不乙 cある こ1し:二、

内部前;ニ jj 給する F こはでえないが、!草人当小i、 J-刀、緩れ~ i，_ 1:二次態ごあ

'C 州年代 Lャ人ッて尖質的不 Il~ 平刀、急激仁 I';:;j くなる刀、 1~j の首長 i巾当人と外出

。〉去廷で、ギ足状態がかなれ絞干[}-;jる o.1 ~)~)2{~;- 3 9伝はこれを:s↓わずの Lか L、

このような対1:ρ能力もす¥限界を現わすよろに三 て、給果IlS不足率が!日出年

=li.3%、 994年=2U()河じぶされるように告にくなるこごのような状志じ

~ 993年、ドj湾全l.}~ に支援を)~;(ーる 1993 ~-1997年は、」ヒ判記 1 :ら Iヰ維のf了王手」

;主現しといるように 香保支1j7な状況 Eあっ/_-(社i当な外部支j去にもかウわ

ら昔、結来的不足率が1995平 日日行%、 Iq何年 つI，9%にるヘ止確な主主↑l白i土

得られないが、相当の数何人々が自l凶えタじになったと知られた時刻であるこ

Lブ也、，oJI'N十去のた得支援と u肥料、神チなどび)外rts支綬え背臣、iしと¥計
干の州市07j:川 1"1混を通乙て、和果的不足半治的UCi主 18. 1.% 、:~f)()り年 l利行%

で不されるJうに、 定しり出干与が兄られる

だが、可(十、の牛 Jif-o_能IJが阿:tt)J均に;'，-Gく令らなし限 i")、 干の干lユ l主主内六71? 状 :i:~ ~;: 

持統ずるであり行。ヌ二)-0..J!.切ない?る梓J支のγ晶子Tは 11'，片的;一£片られ。状態である

から、ト~ ~:-)この状態 1"". るよ出際主主、(主主援をごま:; ~:，:~ずゐは「である L恐りく、

他のl可々ぎが辻本が20%を芯える場介ァ'5{jl(われるのつ三、係JtJItJ:f才で劣る Jう(こ

輸入吾+支隠す」ふ記昧するヰ入号:3:， I':}JでイUlMt'-，Jることがで五ない

ものとιなれ北初月手l土、 fε府自給手日惇で良政を治して烹たし、判長在 j邑1
T同楽Lつt輸入宇 Q能力をほとん Yゴ手つでし 1ないからである}矛為){ゐ〉よd品fホI円を総f出|品1 

行J

〕てf丘tT但Eを

力tでp吐悦2市?す ξる)tも)(iの〉ι昇見Jな←寸4二と 4ら〉で主る古が:三、 j主古干朝河空工山，~子グの〉ぷ λ rな丈，た庄態iこ;は土"九しい、
l弘往 dいゐ よ主人圭の中でよ部去がru舟守あり、告人のJ;三五九千十背口る鳩合にも、 jt令
ぇJよいの民主が十判であるので、事完 1、探訪に泣い

~Lì:j、 ('::1 U <3i)7)る07 123~1 



이석

북한의 통계：가용성과 신뢰성



서동만

년대 북한의 곡물 생산량 통계에 관한 연구



이주철

년대 북한 농업협동화의 곡물 생산성과 연구

김승준 우

리나라 농촌문제해결의 력사적 경험

이주철



北朝り52主I刀述、fと-J.j-_~ふ 占;哲三

この仁つな統=計ア什1世宣がuιμ;主::U")丈主KE:陪陀Jの

i投空f生Lι:. t.区f.D~土が:γ手;'1最主耳h杭内[ i七当勺たとl思克わ九る弓984午の均合を?何d とLて分相析lし".、みる l二と

コ北ヒf判守

〉二乃寸、 |で引;T;l~ た統計庁{、ノフル〕の資料 (~g18)では、 I9B5午の「党

湾作ぽ '1;歪;t:_カ叶!日}jド J とし仁はおれ仁いる このよう&混乱した統市柏

キどう月択すへみか山υ

北朝，鮮側 Uì~--:W;'/ I:.j主￥~#1C市を理解するのドは、まず、ーっ U~ ，~!: :.，' i+立する必

宮がある vパユ、 じ純白t""Cf'生う 't1穀 とし ε丹市若がどのよう合作

物を 1~~むか、というこ=であるハ 般的に農業f 吉正屈のがてIで続物または食N

作物i土、 しのば烹 .# lB)て税われるよゐ仁、 I米、トウヰーG ~_1 シ、ノ;、友、友、

シ γ)11，:f、ザヅマイモ、りな〆」を -L，ここごイ、せなのは「なe:'J戸じで

ある}そ L亡、よれがどれ径伐のιFを斗めや岩を判すすれば、不ヲ8，~:乙ム(二

法えるハ附記(工、北朝鮮で， ，う lた蒋 J がこのよう全 般的なn丸念と 孜 fる

か、と L うことむある

ニヒt;1r鮮は、目前年代初頭王手は「位穀 l とし 1う日訊を「祉の形を取っ亡いる

よさ均 jを示すのに点いているようマふるすなわち、「米、よ仁、小主、斗なと

ヰ"支じあった乙，--1λる'"そし L以I去、ジイガイ 3 、-11ツマイモガじも合むこと

に哲えたこい与一この二ろな事清を肋苦言すれば、 196U年ぺぶ依の統計で(土 '1<1

主t; ，t_ いつ日訴が穀物ーま /~r止「食糧 [1， 物J i: ~じい概念を時つよへドなコ

たと71℃るc した 5って、通唱される概念と 1て 買収lをもって北¥DJ鮮の続;'i

え J~，f佳 j るためには、 19(-j\Ì年以前 I 沿 ;2 ;生押さ昔:ょーノじ市川、書'11)増しする方式

吋2 てコ<7)精計情1J冶:1-1;じ Fド度(})'I廷誌を去わすのじはなし、か、 干の仰'1'ま民

めよきな言主化がなかぺたと苛続して、ーコの君主J士lする つの表現と v てみ

なヂニとにする

"これは、北朝鮮0-;:没示 tる農ιdミニミ :-1農j'; 千万の分配統計ご 'il殺 i- ジャ

刀/壬知 J を jj斑 L'('Tj-表するここを i~ じ亡分かる、下令 11 成け D59 ヘj;/05) 

-("現われる向、司合

9'; この上うな'tii:iけが l古川芳」こいう表現ががす一長日常l切なものであ人う

ところが、 恨的;民業統計で「穀物~ (.: (よ、このよろな秘阿に限定3れγ、
1也の作物を「穀物付 'l~ 軍 lこj提訴 Lたものをも今むのに」れを確かに ιずに

議論を畏問寸るfiEF午、混乱が起こされ、(0-9-t '" 

:Li:j、('::1U . 3i)2) 303 123t¥1 
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幸，i~ ト 2品川、「ン 1 ヲ，'; -( .'E-'~~J ~O 1 k\jを旬、i4~ ~J"; な )-cいむ山 これは、農家
当り構成員が5へいると〕ても旬、充分に萎えせる;:-cふる上の凶表(#;D) 

む、 l人当 1)1存問(T;jl主{ごと穀特需要最1:292 !<.;:と持IFしたが。 5人家扶!J.:ら

: ，Hiil:{ 十なら i うfである一立 L て、 19下h-~:-:O)~l' t::で北令j 鮮民主どが;P:';i1だけで述 lト

必要量を桁う叫をも起iえるほYの号、配を受けていただろうか しかも、それ】こ

加えてジ tプ'I{ ;~も町、 I kgある。

二のような情況から見て、 Ir朝鮮閉じっ襲業とと作物杭j]-;--rよ、情1;;:ではなくて持i

十-;t:;，~^基牟じしむと凡なさなければならない。こう込なせば、この続引は「対十三」

を c:1:花作物;ヘ型己決tミ場合、自UiJI':~凶としえ一作刑する J とは、 とれYまム減

少するのだっ与刀、

ょ確には、作物)-;:j ヰlt穀生J正岩手'!己長 lハそれ〆了td_ij~主主字"l'j血 1111j(ぷめゐべ

しカ L、F 産主主統計をそうfに待られな:.'，.~寺内で、|山 i守的代案と ν ごきごある

栽培商習を利用して作物'JjIJJt-i1!を F十減ずる} ニ丸を力r-i1!包 ν 見なし、作物り1)具
時'(を引けて、 そのj吉県をイ汁〉吃る計算がありエるー

ト秒I

主主荷主
(Jj 11乳

出培iWilt:L古 j¥;

情，11旦~~-''f : 1'1 
i '}LJ 

¥ x E 

)(:~附 É:I~

石川 O

(ドじ

め l

リ8，i1 

[#24]総量的精穀換算5容の推定

月に

刊「，c.， .J 

口。

"γ一-

m，D 

:H 

~:;(; 

;'，315 

l、主

日!'， 

: : ~ . () 

G，231 

左

。。

Ln 

ti:)，(} 

、戸川
、'"'，

"1:" 1，ヅ JイF

1計

3り

O.;'()i 1)，002 

川参-4までにこのは:去を);f主よれば、ミたのようじあるご

[#23l協同総合農家 I号当たり分配分の成長

1:)六百科

~ 3[-jυ 

193 
;)(]05 

19Sì-~ 

;'d2 

1;-{/: 

1:3703 

ワ

;{'i 

~ :) 

11川 約，i.;:

11，に り(1<

El::i~ ケ

ムS26

百つl

2υ3:JCJ 

(!:) 1980;には志家人 1:よ673.1}j-riであり、法家;，数刀l()(l.3ノJげであるりぺ、
臣家斗:;~(~:長がt.?人である ;95~Vτ には、をえ IA足京地成長がより多か/、とので、

5人と社守寸る戸

~Lì:j、 ('::1 U <3iH)るu 12401 
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この仁つに、れ物別栽Jtj而積の一己亘合千IJR:: 1_ご;9011"干の給穀換泊寸をif定aー

がーは、民 ~I%になる f こ札を手IJ端して、 198'+4-心〉生:il'd;JC問、万ヘンといλlこと

や，n殺と見去しと拘許すれば、 8:)4万 k>に奇心 c それ'-~:;: 二円数値iz天際

。〉灯、況が 1ト併に長Jji'.てv、己のえんっか

198~年の峰三ヨ:要亘 (1百明刀トン程j支ごあるので、 198，;年内生)';量泊î8:J4万 1

シであるとサれば、 f:;:間作 ~:Þ; がつGGn;- :;.-も令ると~ 1う寸ごい詰まになる こ

のような状i_~，であったら、 ;I~平明f:よ義洋物ヲト /J;、なくと 4) :::: "τ 科医輸出し

たはずである 他の産主主部門で中j人したい必lら:な物Atがヂくさλあったからて

ある}しかし、果とし亡、そのよ λな±是認とがあったのだろ入品

こりように、 I'-;t'，:(穀J という用凶が1¥Y-て二 I筏師、抗態 J という つの叫回で

:NT，すして、投誌をう陸軍tと見なして弘論'"ても、北朝鮮刊の統計 ft~i(土 i\ 主\誇張

3 れてし 1 る、よわ与、るを1~ないい

てれれ止、 l~j~)~年以口rÎj ，T.-t摂剖の穀物生トイ吾 l土ムオl_~.;L -c-あったのかわ j~杓鮮

の発点併をそのまま受け入れりれなし条件ご、真4夫:ニj辛}IすEためには、守じの

Ji if'論文，与索する y、'~がある r ここでは、人l統計一トヰIJ出し、通止吉公量かF"r，

1宇〕て、「ノト足手 を l作~L、川区長を l作:日 r るお J、を利用計乙こ~: (，':"Jと

この辺径一Jピ、泣なメ、足豆;土、次グ)ぶろに推定する

[#25]時期到食糧不足率(推定)

訪日 |小J:!.守3詑回| 中羽信
I~L;:> ， :~W) I :C'''?D京 I:'i;，:， 

19日J'-: 0日4I 2r;. -.1(J以 ;:0出

iDfi:，---~%U 1 ~C -~::()% Ei?っ

1~)151- :g7C I :::; --1.3出 1:.1九

日れ"~U討む I ()~--lD% I ~ì% 

1081--:同日 I 一i日出 1:.1% 

iU以i~- ~n9u 1 より~こ0% Ei% 

1991---:995 I :~O---30';0 I :.;.3% 

ム"~これは、大1:品川なものであるが、北市VJ 1)!，~J; ~-業折、況を与!な J 亡推定したも

のじあるいこのような推定で作用Lた重要なに"断{立、次ぐっ:つぜある う{土、

北開鮮が迫;---~'/-:童会 'fi:'，-乙 I市 iこ起スた時期はなかうた、こいうことである そ

~ご、経流jヘ況が柑対，i) に火定的であっ七 19ìO イ1 イ lo) イ、よ己認 7うわけノν--10%f古 Jレ

ι定一よる、もう つl土、 i~l~l;:) 年J、口百に lz;京 ~IJ な災担fod 幾状;'!~ ~か士り多い殺の

人令が飢え死になる状況二仕かった、と 1 、う二とであゐ ~í: 宋、 9絞引 111J

12Ll LiJ:Gl:J'3uO)30つ
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これを利用し亡、守主反日1:(T)斗虚量をjl'悼すれば"、次の ζうになる

[#26]北朝鮮の食糧生産量(推算)

年1"

並1の人II ，. ，'j >~II 

じ与の市官三 :;Jt、
事'10〆l、刈け l弘l

当吉平の寸:fJ:;;:方 ~ ， 

このよ λなilUl住を不iJ肘して、 Jニ朝鮮側グ】純正十がしミくら「iう張;されぐいる

のかをif:':λ立すれば、次のようになる一

[1土27]北朝鮮の穀物生産量の誇張率

札
v
m
l

川

町

h

m

M

m江
川

町

間

引

一

川

m
w
川

引

い

掛

川

川

一

削

抑

制

ι一μ

，，-γ仁
一日Jτ ピJυ-7リ(}: ;'1(' 
? 

Iω ，W 
? 

:;\1_~: t~9 
? 

4レ 4 l;'~-
'，~G. Sみ1.7

日比じ

以川

:l!!(' 

E~ 

% 

lB:~ 

l:lり lii::
k込t、1"

~~5: 3'J_' 

一1ム.-，;リ

沢民i

主引ttt; 

品白山

年 I~

いづË :t~ .，A 

f 巴正人C侍::.，sI 

ノ7¥/川KV;t守をこ11，C， 

Ij~ 丙 lり

d出品IC-T'l/Ti:'

ご丸山

業尽 l 北地究ι':¥" 二 L JF f保示与す17こむので3ぺ
つ えの快L，:R:， :J ，川~ :， 1 !l6n;f-:tで l 粒，f~í 1:，'ふノゴイド古ま，';わな こげ守;l~;\I~q~ !if:，~

換争"日れらの市る 再会"'昇は堆いづ庁、三々 判以i引-.リμ七剖lて
i ，: 3 ~つ昨，f~1全 \7 I C は Eι将校;投什Lにもの一:あ己 主でTI'U~(')可児千百片する

推甘した産:孟元 :T~以実自七である三刀白な止ぱ、:j(~tlj鮮引の完支;土佐め t 誇張さ

れといると百える j 三年以令、 がほい場合:こむ:::1;1)程院で(19同年1、おい場合

には'70刊に近付く (l~)Ri:~I'-\) ま丈、イi がiÌ1つつれ持政十が両どなどJ イt1i向 F

あるはこ h!土、統計を ltiτ張し吋iめれは、 L17友には l複禾:J"式:追わされ

itnJが北朝鮮の状況lつv冶て正EjLているが"均五年以百11:. ~.I日 95--97年のよ

うな;工却な状況があったという証言はな 'Jう守品る[民業集1'11iじj角柱守多数
の人々が自l凶えタじになる惨ギが起主たノ j享わ '1' 司とはかなり 1!'~ 士うた lK{K:であっ

たと芦コる] そI〆て 戦争もち I~P:YIたvミて 粁消状況ヵこ1i肢にtくなうとl問 l

~-1 ~)~)5刊のィ、 f~;;r を 20- 泊% ，:: tP定寸る[このに正の本準βユ旬以え死h ならなく
て弔え竹れる rzf~t*，出であろうか竹 J

~ (11具体的ノ去イ度別司、止宗と 1...，.c (j，、 Iq-1IUJ情 lをi首相する二とにする「

12421 ~Lì:j、 (.::lU'~99)299
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ノ，~川、<<>吋

7剛 終わりに

これまでの議論を要利〕、以後の守安じの可能性を 2~~~ しでみることで前主の

終おりに 4ることい jる。

主ず、、れま℃論じたことな要約す"ば、 1;.くのよう iこなる J

.1 i 出 ~~n 産主Lぴ〉司u乙 ê，)lj!骨ょするため、 そ(7)(']:ノ己 :}~-l吋を主主介 tfJJ?Jt え亡、 t 

m医式イとを試みた~体的には、耕地、 1~荷施設、気候・気象、物とそ、;丑到と

いう五つ円安問が農業f 百7Tf主を tためると W~+J~-~ :~ i二e

2) 背昔、事故農のお，'t~ としては、 11 作農とん作~が設"乙されるが、不会 T

夫会ç;t王手 :<:1;.情。〉家住民はこの花町をもっては説明むきな v と判断 νて、 C'~;"i耕

作農 j しいろ古ユ時を設F 、それは背働者百存在であるこレを詰じとI

:3) l:会+主体制下の票当誌の変1::.0') 般利と Lて、農業をヌi会J-:.::r¥1l:.:する iM

程とその僚の古化として缶、けて、整理)たリ

4) ;1乙朝鮮良業の訣石造的人況を、農家ヘ口、 r-Î~耕地国境、農林i'{f.，~さの比亘

という攻kIを設疋して分析したn 似た附~J::司条叫でm売した韓固と比べてみる

と、真家人[]J)J[:重-j}!iもくに、六三持池凶涯はとノ、〕ずつ減っとい亡、農林漁業

~ '):;:'紛訂を f，t ~~'ht-~ゐようになれば、 -----q'ly を維11するためには、ず(

と誇張しなければならない状況にini，人まれる これは、今ヨ成沖、:T:!!:穀1;-)00万

トンヂ 1 産すれば、不十z え i 共産子夜l刊('-~ ~t向日できる、こ発じたことでも

窺えゐハ it 産十 1t ~}0 なうナ目ミシし 1 ~;こ〉 l土、 どルクスが己"おり F能力戸J了的

v 、て、 ，;Z，'ιなだけ分ricしと受ける J というこ τヴある こニワ「必';:~， なだけ

とは、とオし(まとであるだろろ九おそレく、「適正需要~， I を少しおえ -l:._~， で

あ什う (~if かが7凶 I1 了ゴ安全社 (j) 2仇桜!文房"2:t.j取ることを制ハたC-::_.f貨欲であゐ

l抗tlJされこう r これ(立 l 必~(なだけ を IuT-さなどけJ と理解しではなら

な v 、ことを .F:~主7 るにそして、 1合指定ごあれば その年の直王可要旨J土55oh

トJ であるつ 1えに、ノ子11成が、ょこれよりかなり事かな30%ほどよiTる状紫を l共

荏キイ;"'(l片に分自こされる 状去と設定レたと~- idi 、 ';':，2~))Jr〆ならたさ j-:_:f，ii.;IJ;)
に分向Iできるといおことになる口そ!て、 これや斗:1干のjこ判息子の花表悼の2::5¥(
する「干l穀」ド持悼すれば、おおよそ Eワ:，2)jトンになる().2::J ])11.:;よ、明穀ごお2

ノ7 ン但段が必訟なこ r を、十 l'f主:':~に己;張してきと延þ ，1'Jjtで:=iÍ)(jむトンが巴、攻

守ある、と也、ずしたと推論できゐ c

r2~3 LiJ:Gl :j・:298)293



北朝鮮農業の変化に，'Ilる 高経

の比重が向いと戸える

5) .1じ朝鮮政府の民政の変化とその成県を概説した 民業の祉会主義化過程

と社会ァ正義体制の初期jの段階には、干十会主義的重VJH戦略が、相対的に有*'1な対

外関係を背呆にして、相当の成果を今、げたO しかし、外延的成長を経て内包a'J

成長が求められる段階になると、社会上義的動員戦略は、社会上義国の沿許しと

崩壊の]1撃を受けながら、民業の停滞とiH量般をもたらした。

6 )農業分野の生両組織の金化を、社会4義化過程とその後の変化と Lて分

けて分析した。北別鮮の皮業集同化でJJ1れる特徴は、その期 WI~， ì短くて、その

過程む大きな混乱と生件の停滞はなかったことである}集凶化以後は、私的経

済活動を抑制しようとする政仰の意ド|は持続してきたが、 1990年に入って、食

糧批という状川で農業政策がJ剥している 農業分野の私的経凶活動を奨励「る

か黙認する傾向がある );、それを献しく統制しようとする傾向も1弛れる。

71常農指導の変化を分析したり北朝鮮の常農法は、社会ヱ義体制とi'liL的

経済体帝IJを重視するす場から形成され、 1980年代前半までには相斗の成果をノ子

げたが、以後、問題点があることが明らかになるぐそして、食海難をが験して、

1990年代以後に相当の世化が現れ亡いる トウモロコシの比重を減らし、ジャ

ガイモの比重をmやすなどι
8 )農業牛産量的変化を分析した。 if碓な統計値は得られない条件で詳Lい

分析は不可能であるが、その傾向を整理してみた。

9 )北朝鮮の穀物生峠量に対して J文相に接近する つの試みとLて、必要穀

物量的百|狩と不込度の推論に基づいて!I産孟を推賞してみた。そして、北朝l鮮

の穀物生j雨量はひどく誇1医されてきたと推論したυ

続いて、以上のような与察に基づし、て以後の北朝鮮の民業的変化を展望Lて

みることにする〈食糧難w去、北朝鮮の農業生件量をどう提古できるか、そし
て、北朝鮮政l自にはそのような対策を取るを向があるか、という角度からどえ

てみることによる}

今、北判鮮が農業![j歪足を従前するためには、農業'1産迂を決める 5つの要

凶から考え Cみると、物資の投人をI円干すことと農民の労働巳欲を~めること

が絞心である。(耕地は、もう相当2予備されているので、己主舎の余地が多くないレ

付帯施設は、己主需が必'~-であるが、物資の投人に多く依存している。気候・気

象は自然の要同であるのむ、それ自体は抹作できないu イナ布施設の整備で対応

できるだけであるJ物資の投入を相やすためには、以朋的には、 l業の正4出
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イヒが重要であるが、それは、短期間には解決できないu 短期的には、偉岡、日

本、米国との開係改善を推進して、支援と協力を得る記、決がある。 労働局、欲を

間めるためには、農民が労働者的有在にとどまることではなくて、牛l生組織者

としてなるよう集阿農場を解体寸る必泌がある 主人意識の鼓l吹なと、それ以

外の方il、は、今までの経験からみて、あまり効果がないじ

では、北市DJ鮮政府にはこのような一つの解決策を収る意向があるか。まず、

砕園、日本、本固との関係改苔の問題では、かなり積板的である A ところむ、

この点では、韓凶、 11本、米凶がいろいろな「先決条件J (ラッチ州地と校の

問題など)を掲げて、なかなかωじない そのめ、で、そのl且凶がどこにあるか
は別にして、|舟係改警は砧しい問題ではない。

また、農民に生件組織布としての地位を許科する問題ごは、ごく行定的なJL

場を堅持していると見えるれ部分的に私的経済活動をJ広大するt!f.度。〕政策は取

るものの、イメ栴l巾な私的土休にさせることは遊けようとしている

この一つの点からみると、北朝鮮の農業はなかなか改苦できそうごはないい

対外関係を改再することで物資投人を州大させ、農民の私的経{宵活動を大幅に

認め、さらに農民にとド産組織者としての地作を日えることで労働意欲を高めな

い|以りでは、良業の回復とTHえは周{-，Ijしにくいのであるの

(終)
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